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　大きくなって帰って来てね（北広島青年会議所創立 30 周年記念事業「サケ稚魚」放流式）
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②

路側無線装置

ＥＴＣゲート ＥＴＣゲート

インターホンインターホン

　料金表示
  （出口だけ）

　料金表示
  （出口だけ）

路側無線装置

　道央自動車道の輪厚パーキングエリア
　（ＰＡ）に、ＥＴＣ専用の出入口・スマ
ートインターチェンジ（スマートＩＣ）
が設置されます。
　北広島インターチェンジ（北広島ＩＣ）
と合わせて市内２カ所から高速道路に乗
り降りできるようになり、利用しやすく
なります。
　ＥＴＣ利用料金の割引制度もあり、高
速道路の利用がより便利になります。

ＥＴＣ車載器に
カードを挿入し
て、ＥＴＣゲー
トへ進む

ＥＴＣゲート前
で必ず一旦停止

ゲートが開く
ゲートのバーが開かない
場合は、インターホンで
係員に知らせてください

ＥＴＣカードを車載器
に挿入してください。

ゲートの前で必ず
一旦停止してください。

看板や路面標示の内容に
従って利用してください。

利用可能時間　午前６時～午後10時
対象　ＥＴＣ車載器を取り付けてい　
　　　る車両 （ 車長12 m以内 )

スマートＩＣの出入り口は
輪厚ＰＡに通じています。
歩行者がいますので、徐行
してください。

１ ２ ３

・
・



③

ホームページアドレス
http://www.city.kitahiroshima.hokkai
do.jp/hotnews/detail/00003346.html

問合せ　輪厚スマートインターチェンジ事務局（都市計画課内・☎372-3311内線785)

00
00
00
00
00

　

詳
し
く
は
、
市　

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　家の近くにスマートＩＣができると聞いて、ラ
ッキーだと思いました。ＥＴＣ割引もあるので、

利用頻度は増えると思いま
す。開通したら早速利用し
て、函館まで旅行しようと
思っています。
　実際に利用すると、もっ
といろんな楽しいところを
発見できるかもしれないで
すね。細川直美さん（里見町）

 

●水族館や登別温泉で家族サービス
　輪厚スマートIC～登別東IC　83㎞・50分

＊割引の種類により１日の利用回数が決められている
ものがあります。詳しくは、NEXCO 東日本のホームペ
ージ（http://www.e-nexco.co.jp/）　　をご覧ください。

●ばんえい競馬で馬たちに会い、十勝川温泉
でリフレッシュ
　輪厚スマートIC～音更帯広IC　186㎞・210分
　  （夕張からトマムまでの一般道を含む）

●旭山動物園へカピバラ　　に会いに
　輪厚スマートIC～旭川北IC　150㎞・100分

土・日曜、祝日は、軽自動車や普
通車などが終日50％割引、上限は
1000円です。

　ＥＴＣ車載器を取り付けている
車両が対象です。

平日
土日
祝日

深夜割引 深夜割引通勤割引
100㎞以内

通勤割引
100㎞以内

平日昼間割引
 100㎞以内 50％ 50％

50％

50％

50％50％

30％ 30％30％
０時 ４時 ６時 ９時 17時 20時 24時

輪厚ＰＡは売店や食事のコーナ
ーが充実しています。札幌方向
と千歳方向ではメニューが違い
ます。スマートＩＣを利用する
ついでに寄り道してはどうでし
ょう。
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⑤ ■問合せ　市民協働推進課（☎ 372-3311 内線 637）

　市民参加を推進し、市民参加制度の検証・評価
などを行う機関として、市民が参加する「市民参
加推進会議」を設置します。
　下記のとおり、市民委員を募集します。たくさ
んの応募をお待ちしています。

【活動概要】
●活動内容 
①市民参加の実施
②市民参加条例の運用の評価
③市民参加条例と市民参加条例に基づき、市などが定
　める規則、規程などの見直し
●会議日数など　年間４～６日程度で、主に平日の夜
間や土・日曜の開催を予定
●任期　８月から２年間（再任は１回まで可能で、最
長４年）
【応募要領】
●対象　市内にお住まいの18歳以上で、市民参加によ
るまちづくりに関心と意欲があり、会議に継続して出
席できる方
●募集人数　５人

●報酬　年額18,000円（ほかに交通費を支給します）
●応募期限　６月22日
●応募方法　応募用紙に、氏名・住所・生年月日・性別・
職業・電話番号と「市民参加のまちづくりを進めるた
めに！」をテーマに800字程度にまとめた意見を記入
し、直接か郵送で市役所市民協働推進課（〒061‒1192
住所不要）
＊応募用紙は、市民協働推進課と市役所受付、各出張
所、団地住民センター、エルフィンパーク、夢プラザ、
中央公民館、図書館にあります。市のホームページか
らもダウンロードできます。必要事項を記載してあれ
ば、任意の用紙でも構いません。
●ホームページアドレス
http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/hotnews/
category/231.html

市民参加条例ができたことで…
●市民参加に関する情報が、分かりやすく提供されます
●意向調査や意見公募が行われます
●意見交換会などの場が設けられます
●市の運営に市民の意見が、より多く反映されます

　
市
民
委
員
会
が
２
年
掛
け
て
検
討

し
た
市
民
参
加
条
例
が
、
よ
う
や
く

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
参
加
条
例
は
、
市
政
へ
の
参

加
が
市
民
の
権
利
で
あ
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
、
市
政
が
市
民
の
意
思
で

運
営
さ
れ
る
よ
う
に
と
の
思
い
を
込

め
て
作
り
ま
し
た
。
従
っ
て
、
市
政

の
重
要
な
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
が

い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
政
策
に
対
し

て
提
案
も
で
き
ま
す
。
ま
た
、
重
要

事
項
に
つ
い
て
は
、
市
民
投
票
条
例

に
基
づ
い
て
市
民
全
体
の
意
思
を
確

か
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
全
国
で
は
、
た
く
さ
ん
の
市
町
村

で
市
民
参
加
の
た
め
の
条
例
が
制
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
活
用
の
程

度
に
は
大
き
な
差
が
あ
る
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　
市
民
が
「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自

分
た
ち
が
つ
く
る
」
と
い
う
熱
い
思

い
を
持
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
め
ば
、
こ
の
条
例
は
よ
り
身
近
で

役
立
つ
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
施
行
後
は
な
る
べ
く
早

い
時
期
に
、
実
際
に
市
民
が
参
加
を

す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
、
条
例

に
息
吹
き
を
与
え
る
意
味
で
大
切
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
、
市
は
条
例
の
活
用
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
一
人
と
し
て
、

日
々
の
生
活
か
ら
市
政
に
参
加
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

元
市
民
参
加
条
例
策
定
市
民
委
員
会

　
　
　
　
委
員
長

　
石
田
孟
史
さ
ん

い
し
だ

た
け
し



回答項目 国 道 北広島市
全体 男性 女性

学校教育の場 63.4 51.9 55.2（55.2） 62.4（65.9） 51.4（48.9）

家庭生活の中 42.0 28.3 45.9（40.8） 59.1（49.4） 37.5（35.0）

法律や制度上 39.5 33.1 37.6（31.8） 53.0（45.9） 26.1（23.4）

職場の中 23.9 14.9 26.6（20.6） 33.1（28.2） 20.5（16.8）

社会全体 20.9 19.5 19.3（ ― ） 26.0（ ― ） 13.8（ ― ）
政治の場 23.2 17.5 17.4（21.1） 26.5（32.9） 11.1（13.9）

社会通念・慣習 20.2 10.2 16.5（12.1） 25.4（18.8）  9.5（  7.3）

性
別
に
よ
る
平
等
感
の
違
い

　

当
市
の
調
査
で
は
、
国
や
道
の
調
査

と
比
較
し
て
、
「
家
庭
生
活
の
中
」
と

「
職
場
の
中
」
の
２
つ
の
項
目
で
平
等

感
が
高
い
割
合
を
示
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
「
家
庭
生
活
の
中
」

で
も
、
男
女
の
間
に
は
差
が
あ
る
よ
う

で
す
。

　

同
様
の
差
は
、
「
法
律
や
制
度
上
」

の
数
値
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
性
別
に

よ
っ
て
感
じ
方
に
違
い
が
あ
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
「
社
会
通
念
・
慣
習
」
や
「
社

会
全
体
」
で
の
平
等
感
は
、
男
性
か
ら

見
て
も
低
い
数
値
で
す
。
女
性
で
は
９

・
５
％
し
か
平
等
感
を
持
て
て
い
な
い

よ
う
で
す
。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
制
定

さ
れ
て
、
今
年
は
10
年
目
で
す
。
少
し

ず
つ
で
す
が
社
会
は
変
化
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

　
今
年
２
月
に
、
男
女
平
等
参
画
の
意

識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

今
、
男
女
は
平
等
だ
と
思
い
ま
す
か
。

こ
ん
な
質
問
を
20
歳
以
上
の
方
１
０
０

０
人
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。
４
５
５
人

の
方
か
ら
回
答
が
あ
り
、
「
学
校
教
育

の
場
」
や
「
社
会
通
念
・
習
慣
」
な
ど

場
面
に
よ
っ
て
、
男
女
平
等
の
感
じ
方

に
違
い
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

平
成
15
年
に
実
施
し
た
前
回
調
査
か
ら

の
意
識
の
変
化
や
、
性
別
に
よ
る
感
じ

方
の
違
い
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

誰
も
が
自
分
ら
し
く

能
力
と
個
性
を
発
揮
で
き
る

◆男女が平等だと思う割合を、国や道の調査と比較すると

＊表の（　）内は、前回（平成15年）調査の数値。回答項目の「国」は、平成19
年に実施された内閣府調査の数値。「道」は平成18年道民意識調査の数値。

＊市の男女平等参画意識調査結果（今年２月）から抜粋しました。

◆現在社会で男女が平等だと思いますか

女性男性

単位：％

男
女
平
等
参
画
社
会

男
女
平
等
参
画
社
会

誰
も
が
自
分
ら
し
く

能
力
と
個
性
を
発
揮
で
き
る

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

＊きたひろしま男女平等参画プラン…市の男女共同参画を推進するための計画。現在の計画の期間は、平成14～22年度。
⑥



40代女性 20代男性
　
　
　
　
　
　
　

子
育
て
を
し
た
い

　
　
　
　
　
　

男
性
を
支
援
す
る
施

　
　
　
　
　
　

策
な
ど
も
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

　

年
間
３
万
人
以
上
い
る
自
殺
者
に
、

男
性
の
割
合
が
多
い
と
聞
き
ま
す
。

男
だ
か
ら
重
い
責
任
を
持
つ
の
が
当

然
と
い
う
意
識
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

リ
ス
ト
ラ
の
不
安

　
　
　
　
　
　

を
抱
え
、
劣
悪
な
環

　
　
　
　
　
　

境
で
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
に
、
男
女
平
等
も
ヘ
チ

男女平等参画講演会

検
討
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
等
と
は
、
性
別
の
区
別
を
否
定

　
し
て
「
全
て
同
じ
」
と
い
う
こ
と

　
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
齢
や
性
別

　
を
含
め
た
個
人
の
違
い
を
認
め
る

　
こ
と
、
そ
の
人
ら
し
く
あ
る
こ
と

　
で
す
。

＊
全
調
査
結
果
（
報
告
書
、
概
要
版
）

は
、
市
民
生
活
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

マ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
男
女
平
等
社
会
に

は
、
所
得
の
底
上
げ
が
不
可
欠
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　

少
子
化
問
題
を
第
一

　
　
　
　
　
　

に
考
え
た
上
で
、
男
女

　
　
　
　
　
　

平
等
を
問
う
こ
と
が
大

切
で
す
。
現
在
社
会
に
一
番
必
要
な
こ

と
だ
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

「
共
同
」
と
「
平
等
」

　
　
　
　
　
　

で
は
全
く
意
味
合
い
が

　
　
　
　
　
　

違
い
ま
す
。
よ
り
積
極

的
な
概
念
で
言
う
と
「
共
同
」
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

私
は
特
に
男
女
間
で

　
　
　
　
　
　

不
平
等
と
感
じ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　

せ
ん
。
た
だ
女
性
が
出

30代女性

⑦
■問合せ　市民生活課（☎ 372-3311 内線 716）

産
・
育
児
で
、
仕
事
を
続
け
に
く
い
状

態
に
な
る
こ
と
は
確
か
で
す
。
助
け
て

く
れ
る
制
度
が
充
実
す
る
と
良
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

男
女
は
性
的
な
区
別

　
　
　
　
　
　

が
あ
り
、
互
い
に
必
要

　
　
　
　
　
　

な
存
在
で
す
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
主
張
や
啓
発
を
し
て
い
く

べ
き
で
す
。
「
平
等
」
よ
り
「
共
同
」

が
ベ
タ
ー
と
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

男
性
が
子
育
て
な
ど

　
　
　
　
　
　

を
す
る
事
へ
の
偏
見
を

　
　
　
　
　
　

な
く
し
、
女
性
が
社
会

へ
出
る
こ
と
の
理
解
が
得
ら
れ
、
女
性

と
男
性
は
違
う
と
い
う
こ
と
、
そ
の
中

で
互
い
を
理
解
し
合
え
る
社
会
を
望
み

ま
す
。

60代男性50代女性

50代男性70代女性 事
と
生
活
の
調
和
）
の
視
点
か
ら
見
る

と
、
介
護
や
子
育
て
の
面
で
の
支
援
策

な
ど
は
、
ま
だ
十
分
な
も
の
と
は
い
え

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
生
活
の
中
に
あ

る
不
平
等
感
や
差
別
感
を
な
く
し
て
い

く
た
め
に
、
根
気
強
い
活
動
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、
き
た
ひ

ろ
し
ま
男
女
平
等
参
画
プ
ラ
ン
を
知
っ

て
い
る
方
が
、
18
％
と
少
な
い
結
果
で

し
た
。
情
報
提
供
の
充
実
な
ど
、
い
く

つ
か
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。　

こ
れ
ら
の
結
果
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

を
計
画
期
間
と
す
る
新
し
い
プ
ラ
ン
の

　男女平等参画の情報誌「え
みんぐ」を市民編集委員と
して２年間担当しました。
　最初は「男らしさ」「女
らしさ」を、自分自身で肯
定していた面もあり、あま
り関心がありませんでした。

　編集会議は「男女平等って何だろう」から始まりました。
自分たちに身近な介護やワーク・ライフ・バランスをテー
マに取り組みましたが、取材先では「男女平等参画が取材
の内容と関係があるの」と問われることもありました。
　今は、性別による役割の違いより、自分らしさや、いく
つになってもその人らしさを尊重する視点を持てたように

布
施
さ
ん

（
里
見
町
）

巽た
つ
み

さ
ん

（
大
曲
）

思います。講座や講習会に参
加して、すてきな感動や体験
をすることができました。

情報誌「えみんぐ」は、市民委員が
編集し、年１回発行しています。市
役所や各出張所などで配布しています。

日時　６月23日㈫　午前10時～正午
会場　芸術文化ホール活動室
講師　年金コンサルタント　千

ち だ と も み

田都茂美さん
申込期限　６月15日
＊託児があります。

　年金制度における男女差などについての講
演です。

前
回
調
査
か
ら
の
変
化

　

「
政
治
の
場
」
以
外
の
す
べ
て
の
項

目
で
、
平
等
だ
と
思
う
割
合
が
増
え
て

い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
防
止
法
や
男
女
雇
用
機
会
均
等

法
の
改
正
な
ど
の
法
整
備
、
子
育
て
支

援
策
の
拡
大
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
す
が

着
実
に
社
会
制
度
が
充
実
し
て
き
て
い

る
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

男
女
平
等
参
画
の
課
題

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕

＊

　週間に合わせ、講
演会を開催します。
　このほか、パネル
展やコミュニケーシ
ョンスキルアップ講
座なども開催します。



有料化前：平成19年10月～20年３月 有料化後：平成20年10月～21年３月
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指
定
の
袋
に
入
っ
て
い
な
い
、
正
し
く

分
別
し
て
い
な
い
な
ど
の
不
適
正
排
出
が

み
ら
れ
ま
す
。
「
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
き
た

ひ
ろ
し
ま
」
な
ど
で
、
分
別
・
排
出
方
法

や
収
集
日
を
確
認
し
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て

ご
み
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
に
当
て
は
ま
る
、
不
適
正
に
排
出
さ

れ
た
ご
み
は
、
収
集
せ
ず
に
警
告
シ
ー
ル

を
貼は

る
な
ど
を
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ

の
周
知
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
排
出

者
が
特
定
で
き
た
と
き
は
、
排
出
者
宅
に

訪
問
し
、
改
善
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼不適正排出の状況

　

有
料
化
実
施
前
の
平
成
19
年
10
月
〜
20

年
３
月
と
、
有
料
化
実
施
後
の
20
年
10
月

〜
21
年
３
月
の
家
庭
ご
み
の
量
を
比
較
し

ま
し
た
。

●
総
排
出
量

　

７
６
６
０
ｔ
か
ら
５
２
１
２
ｔ
に
、
約

32
％
減
少
し
ま
し
た
。

●
有
料
ご
み
と
資
源
ご
み
の
量

　

有
料
ご
み
は
約
40
％
減
少
し
、
資
源
ご

み
は
約
41
％
増
加
し
ま
し
た
。
資
源
ご
み

の
種
類
別
に
見
る
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
ご
み
は
約
77
％
、
紙
製
容
器
包

装
ご
み
は
約
70
％
、
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
は
約
13
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
伴
い
、
皆
さ
ん

の
家
庭
で
、
ご
み
の
排
出
を
抑
え
る
こ
と

や
、
分
別
に
よ
る
資
源
化
の
意
識
が
進
ん

で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

■
収
集
す
る
曜
日
が
違
い
ま
す

　

■
収
集
で
き
な
い
ご
み
で
す
（
タ
イ

　
　

ヤ
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
）

　

■
資
源
物
が
汚
れ
て
い
ま
す

　

■
資
源
物
以
外
が
入
っ
て
い
ま
す

　

■
指
定
の
袋
に
入
っ
て
い
ま
せ
ん

　

■
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
、

　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み

　
　

を
分
け
て
い
ま
せ
ん

　

■
粗
大
ご
み
は
戸
別
収
集
で
す

　

■
ご
み
処
理
券
を
貼
っ
て
い
ま
せ
ん

ごみはきちんと
分けましょう

⑧



　

資
源
ご
み
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
約

41
％
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご
み
の
袋
に
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
が
混
入
し
て
い
る
物
や
、
汚
れ

が
ひ
ど
い
物
な
ど
、
正
し
く
分
別
を
し
て

い
な
い
ご
み
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
資
源
と
し
て
回
収
で
き

な
い
の
で
、
分
別
の
仕
方
を
も
う
一
度
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
近
、
ペ
ッ
ト
の
ふ
ん
が
不
適
正
に

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
す
場
合

は
、
普
通
ご
み
用
の
指
定
ご
み
袋
に
入

れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
20
年
度
に
、
収
集
か
ら
処
理
、
埋

め
立
て
処
分
ま
で
に
掛
か
っ
た
費
用
は
、

合
計
４
億
１
２
７
９
万
円
で
、
内
訳
は
左

の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
し
た
。
市
民
１
人

当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
年
間
約
６
８
０

０
円
で
す
。

　

有
料
に
な
っ
て
か
ら
、
買
い
物
に

は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
、
不
用
品
は

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョ
ッ
プ
に
持
っ
て
行

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
ご
み
問
題
を
考

え
る
よ
う
に
な
り
、
と
て
も
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
今
は
子
ど
も
部
屋

に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
用
・
紙
用
・
普
通

ご
み
用
と
ご
み
箱
を
３
つ
置
い
て
い

ま
す
が
、き
ち
ん
と
分
別
し
て
ま
す
よ
。

　

趣
味
が
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
で
、
そ
の

際
に
出
る
草
や
花
な
ど
は
普
通
ご
み

で
有
料
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
発

酵
さ
せ
て
次
の
年
の
肥
料
に
し
、
ご

み
を
減
ら
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
分
別
の
項
目
が
増
え
た

の
で
、
分
け
る
時
に
迷
う
こ
と
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
特
に
、
有
料
に
な

る
前
に
は
粗
大
ご
み
だ
っ
た
物
が
、

今
は
普
通
ご
み
や
、
破
砕
し
な
い
ご

み
に
分
か
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
確

認
す
る
た
め
の
「
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン

き
た
ひ
ろ
し
ま
」は
必
需
品
で
す
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
家
族
み
ん
な
で
協

力
し
合
っ
て
、
ご
み
を
減
ら
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

収集
１億5,547万円

処理
１億6,046万円

6,871万円

2,815万円

アルミの皿 洗剤などのプラ
スチックの容器

汚れた
ペットボトル ⇒⇒ ⇒ ⇒

普通ごみ プラスチック製
容器包装ごみ

きれいに洗っ
てください

割りばし、テ
ィッシュなど

食品トレー

プラスチック製
容器包装ごみ

パンフレット

⇒ ⇒ ⇒

普通ごみ

有
料
化
で
ご
み
の
分
別
に
対
す
る
意

識
が
大
き
く
変
わ
り
、
ご
み
の
量
も

減
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
正
し
い

分
別
で
、
ご
み
を
出

し
ま
し
ょ
う
。

合計
４億
1, 279万円

▲ごみ処理費用の内訳

段ボール

段ボールだ
けで出す

⇒

●問合せ　廃棄物対策課（☎ 372-3311 内線 606）

藤原志
し が こ

賀子
  （西の里東）

さん

プラスチック製
のふた

4 4

とラベル

プラスチック製
容器包装ごみ

雑誌

　

な
お
、
平
成
20
年
度
に
指
定
ご
み
袋
の

販
売
な
ど
で
得
ら
れ
た
収
入
は
、
８
３
７

２
万
円
で
し
た
。
こ
の
収
入
は
、
ご
み
を

処
理
す
る
た
め
の
経
費
や
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
環
境
整
備
、
減
量
・
資
源
化
対
策

な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

リサイクル

その他

⑨



④⑩

平成20年度予算の下半期（平成20年10月
～21年３月）の執行状況がまとまりまし
た。予算の動きを通じて、市民の皆さん
に納めてもらった税金などが、どのよう
に使われているのか、借入金や基金がど
のくらいあるかなどをお知らせします。

平成21年３月31日現在
人口60,802人 (対前年比‒185人)
世帯数25,550世帯 (対前年比+247世帯)

　

平
成
20
年
度
下
半
期
は
、
国
の
経

済
・
生
活
対
策
に
応
じ
た
緊
急
雇
用
・

経
済
対
策
や
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
必
要
な
経
費
、
定
額

給
付
金
や
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の

給
付
の
経
費
な
ど
を
増
額
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
市
の
行
政
運
営
の

基
本
的
な
経
費
を
計
上
し
て
い
る
会

計
で
す
。

　

歳
入
歳
出
と
も
に
20
億
５
千
３
７

万
円
を
増
額
し
、
最
終
予
算
規
模
が

２
０
４
億
３
千
３
３
２
万
円
と
な
り
、

前
年
度
に
比
べ
16
％
減
額
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
平
成
20
年
度
内
に
支
出
が

終
わ
ら
な
い
18
億
８
千
６
４
７
万
円

に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
に
繰
り

越
す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

歳
出
予
算
は
、
緊
急
雇
用
・
経
済

対
策
や
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
必
要
な
経
費
、
定
額
給
付

金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
関
係

経
費
、
児
童
福
祉
や
福
祉
・
障
が
い

者
自
立
支
援
関
係
経
費
な
ど
を
増
額

し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
小
中
学
校

の
地
震
補
強
事
業
な
ど
の
教
育
環
境

整
備
費
を
新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
事
業
の
確
定
見
込
み
に

よ
り
、決
算
見
込
額
に
補
正
し
ま
し
た
。

　

歳
入
予
算
は
、
定
額
給
付
金
・
子

育
て
応
援
特
別
手
当
の
給
付
や
、
小

中
学
校
の
地
震
補
強
事
業
な
ど
に
伴

い
、国
庫
支
出
金
を
増
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
な
ど
を
決
算
見

込
額
に
補
正
し
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
は
、
特
定
の
歳
入
歳
出

を
、
一
般
の
歳
入
歳
出
と
区
別
し
て

処
理
す
る
た
め
の
会
計
で
す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
で

は
、
療
養
給
付
費
な
ど
で
６
千
７
８

４
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
汚

泥
脱
水
機
の
更
新
な
ど
で
２
億
８
千

万
円
の
増
額
、
介
護
保
険
特
別
会
計

で
は
、
介
護
従
事
者
処
遇
改
善
臨
時

特
例
基
金
へ
の
積
み
立
て
な
ど
で
４

３
７
万
円
の
増
額
、
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
で
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
納
付
金
の
減
額
補
正
な

（消費税込み）

 * 前年度の予算は５月31日まで整理して確定す
るため、決算額とは異なります。

＊介護従事者処遇改善臨時特例基金…介護報酬改定による介護従事職員の生活対策と保険料の激変緩和のための基金

＊

（平成19年度決算で比較）
★財政力指数＝0.67
　地方交付税への依存度。値が高いほど依存度が
　小さいことになります。１を上回ると地方交付
　税が交付されない団体になります。当市は道内
　35市中、４番目に高い（良い）数値です。
★経常収支比率＝92.5％
　人件費や公債費などの経常的な経費に、市税や
　地方交付税などの経常的な一般財源が充当され
　ている割合を示し、低いほど弾力性があります。
　当市は道内35市中、中間くらいです。
★実質収支比率＝2.2％
　標準財政規模に対する実質収支の割合。正数な
　ら黒字、負数なら赤字を示します。　‒20%以下
　になると、市債の発行が制限されます。
★実質公債費比率＝9.8%
　実質的な借金の割合。18%を超えると市債の発
　行に国や道の許可が必要になります。当市は道
　内35市中、２番目に低い（良い）数値です。

一
般
会
計

特
別
会
計
・
企
業
会
計

区分 現計予算額 収入済額 支出済額
一般会計 204 億 3,332 万円 159億 5,096 万円 166 億 6,649 万円
国民健康保険 62億 9,390 万円 49 億 6,055 万円 55 億 4,955 万円
老人保健 ６億 3,672 万円 ５億 8,429 万円 ５億 9,307 万円
下水道事業 24億 7,784 万円 15 億 3,786 万円 15 億 5,244 万円
霊園 5,512 万円 3,483 万円 3,821 万円
介護保険 26億 8,857 万円 24 億 8,450 万円 23 億 4,583 万円
後期高齢者医療 ５億 4,860 万円 ５億 0,581 万円 ４億 5,953 万円

合計 331 億 3,407 万円 260億 5,880 万円 272 億 0,512 万円

区分 現計予算額 収入・支出済額

収益的
収入 12億 3,851 万円 12 億 2,487 万円
支出 11億 9,502 万円 11 億 3,921 万円

資本的
収入 8,157 万円 8,435 万円
支出 ４億 5,993 万円 ４億 2,161 万円

水
道
事
業

平成20年度下半期の

区分 下半期補正額 主な補正内容
総務費 10億 4,933 万円

民生費 ２億 6,714 万円

衛生費 2,378 万円

商工労働費 △ 3,353 万円
土木費 2,680 万円

消防費 634 万円

教育費 ７億 1,630 万円

公債費 △ 579 万円
合計 20億 5,037 万円

福祉灯油ほか社会福祉関係 1,385 万円
障がい福祉関係 1億 1,931 万円
児童福祉関係 9,502 万円など

商業関係△ 3,374 万円　工業関係21万円

火葬場関係 142 万円
清掃対策関係 2,236 万円

定額給付金給付費９億 6,003 万円
バス待合所設置事業 1,360 万円など

道路維持関係 3,666 万円
住宅関係△ 3,213 万円など

小学校整備１億 7,947 万円
中学校整備４億 9,369 万円など

常備消防経費53万円
消防活動用資機材 581 万円

区分 下半期補正額 主な補正内容
交付金 8,386 万円

国庫支出金 14億 3,916 万円

道支出金 4,412 万円
その他 ４億 8,323 万円

合計 20億 5,037 万円

歳　
　
　

入

福祉関係 6,435 万円　小中学校費２億 9,
110 万円　定額給付金・子育て支援関係
９億 9,718 万円など

地方特例交付金 6,198 万円
地方交付税 2,188 万円

使用料・手数料 3,700 万円　市債２億 8,
930 万円　繰越金１億 345万円など

福祉関係 5,412 万円　その他△ 1,000 万円

歳　
　
　
　
　
　

出



⑪ ◆問合せ　財政課（☎ 372-3311 内線 626）

財政調整基金 ４億 2,200 万円
減債基金 ３億 5,900 万円

地域振興基金 1,200 万円
義務教育施設整備基金 １億 7,500 万円
庁舎建設基金 10億 6,400 万円
土地開発基金 ４億 8,800 万円
きたひろしま人材育成基金 900 万円
生涯学習振興基金 １億 4,300 万円
地域福祉基金 ２億 5,600 万円
緑のまちづくり基金 1,100 万円
施設営繕基金 １億 6,900 万円
奨学基金 3,700 万円
農業後継者等育成基金 1,200 万円
高額療養費貸付金 300 万円
霊園管理基金 ３億 0,600 万円
介護給付費準備金 ２億 0,500 万円

合計 36億 7,100 万円

　
　
◆

　
　
◆

　
　
◆

ど
を
し
ま
し
た
。

　

企
業
会
計
は
、
使
用
料
金
収
入
な

ど
に
よ
り
独
立
採
算
制
で
運
営
す
る

企
業
的
性
格
が
あ
る
も
の
で
す
。
当

市
に
は
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

補
正
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

家
計
の
給
料
な
ど
、
収
入
に
相
当

す
る
市
税
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
上
で
貴
重
な
財
源
で
す
。
歳
入
予

算
全
体
の
37
・
４
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
３
月
末
の
収
入
額
は
73
億
８
８

８
万
円
で
、収
入
率
は
95
・
８
％
（
前

年
度
95
・
１
％
）
で
す
。

　

家
計
の
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
に
相
当

す
る
市
債
の
借
入
額
は
、
普
通
会
計

で
２
１
５
億
１
３
６
万
円
（
平
成
20

年
度
末
見
込
み
額
）
で
す
。
市
民
１

人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、
約
35
万

４
千
円
で
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と

５
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

家
計
の
預
金
や
貯
金
な
ど
に
相
当

す
る
基
金
は
、
36
億
７
千
１
０
０
万

円
（
平
成
20
年
度
末
現
在
額
）
で
す
。

市
民
１
人
当
た
り
に
換
算
す
る
と
、

約
６
万
円
に
な
り
、
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
約
千
円
減
少
し
ま
し
た
。

　現在、市では公会計制度の改革に取り組んでいます。こ
れまで現金主義・単式簿記だった市の会計制度を、企業で
行っているものを参考にして、発生主義の活用や複式簿記
の考え方を導入しようとするものです。
　具体的には、次の４つの財務諸表を作成します。
●次世代に引き継ぐ資産・債務などを示す貸借対照表　
●経常的な行政サービスに掛かったコストなどを示す行政
　コスト計算書　
●経常的な経費や投資的な経費の財源などを示す資金収支
　計算書　
●市の資産の変動や資産を形成する財源などを示す純資産
　変動計算書
　これらの財務諸表を整備することにより、見えにくいコ
ストや将来の市民負担が明らかになったり、市の資産を正
確に把握できたりするなど、より詳細に市の財政状況を表
すことができるようになります。

　

平
成
20
年
９
月
以
降
の
、
１
０
０

年
に
一
度
と
い
わ
れ
る
経
済
不
況
の

影
響
で
、
今
後
、
市
税
な
ど
の
収
入

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
一
方
、景
気
・

雇
用
対
策
に
伴
う
新
た
な
経
費
や
、

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
扶
助
費

な
ど
の
福
祉
関
係
経
費
な
ど
が
増
加

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

市
の
財
政
状
況
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
状
況
で
す
が
、
行
財
政
構
造

改
革
の
着
実
な
推
進
と
取
り
組
み
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
経
費
の
削
減
に
努

め
、
健
全
な
財
政
運
営
を
し
て
い
き

ま
す
。

市
税

市
債

基
金

区分 予算額 収入済額 予算に対する
収入率

市民税
個人 26億 7,843 万円 23 億 1,626 万円 86.5%
法人 ５億 2,703 万円 ５億 2,128 万円 98.9%

固定資産税 33億 8,519 万円 34 億 4,350 万円 101.7%
軽自動車税 6,265 万円 6,516 万円 104.0%
市たばこ税 ３億 9,288 万円 ３億 5,280 万円 89.8%

入湯税 947 万円 1,887 万円 199.4%

都市計画税 ５億 7,630 万円 ５億 9,100 万円 102.6%
合計 76 億 3,195 万円 73 億 0,887 万円 95.8%

有価証券 838 万円
出資金 23億 0,870 万円

普通会計 215 億 0,136 万円
　　　一般会計 214 億 3,760 万円
　　　霊園会計 6,376 万円

介護保険 0万円
公営企業 107 億 9,067 万円

　　　上水道 14億 5,612 万円
　　　下水道 91億 4,006 万円
　　　駐車場 １億 9,449 万円

合計 322 億 9,203 万円



　

公
的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
こ

れ
ま
で
納
付
書
や
口
座
振
替
で
住
民
税
を

支
払
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
年

金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
仕
組
み
を
、
住
民
税
の
「
年
金
か

ら
の
特
別
徴
収
」
と
い
い
ま
す
。
（
納
付

書
や
口
座
振
替
で
支
払
う
方
法
を
「
普
通

徴
収
」
と
い
い
ま
す
）

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
税
の
支
払
い
方
法

を
変
更
す
る
も
の
で
、
新
た
に
税
の
負
担

が
増
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今年度の市道民税納税通知書は、６月８日に発送する予定です。
個人の市道民税（住民税）は、前年中の所得を基に計算され、１月１日現在にお住まいの市町
村で課税されます。住民税が給与から差し引かれる特別徴収の方には、５月11日に勤務先へ納
税通知書を発送しました。

　

年
金
に
掛
か
る
住
民
税
の
納
税
義
務
者

の
う
ち
、
４
月
１
日
現
在
、
年
金
を
受
給

し
て
い
る
65
歳
以
上
の
方
で
す
。た
だ
し
、

次
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
年
金
受
給
額
が
、
年
額
18
万
円
未
満

●
特
別
徴
収
税
額
が
、
年
金
の
受
給
額
の

年
額
を
超
え
る

●
介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
な
い

　

年
金
所
得
に
掛
か
る
住
民
税
の
、
所
得

割
額
と
均
等
割
額
が
対
象
で
す
。

●
所
得
割
額
…
年
金
受
給
額
に
応
じ
て
課
税

●
均
等
割
額
…
一
定
額
以
上
の
所
得
が
あ

る
方
に
一
律
の
額
を
課
税

＊
年
金
所
得
以
外
の
所
得
に
掛
か
る
住
民

税
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
普
通
徴
収
と
な

り
ま
す
。

　

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
は
、
介
護
保
険

料
が
特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
年
金
（
遺
族

年
金
、障
害
年
金
を
除
く
）か
ら
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢

厚
生
年
金
・
退
職
共
済
年
金
な
ど
か
ら
差

し
引
か
れ
ま
す
。

◆
年
度
の
前
半
（
６
・
８
月
）

　

年
額
の
半
分
を
、
２
回
に
分
け
て
納
付

書
か
口
座
振
替
で
支
払
い
ま
す（
普
通
徴
収
）。

◆
年
度
の
後
半
（
10
・
12
月
・
平
成
22
年

　

２
月
）

　

年
額
の
残
り
半
分
が
、
３
回
に
分
け
て

年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す（
特
別
徴
収
）。

年額の半分の
２分の１ずつ

６・８月に納めて残っ
た額を３分の１ずつ

１
万
５
千
円

１
万
円

１
万
円

１
万
円

市区町村

年金保険者
（社会保険庁など）

年金受給者

年金のうち、住
民税分を市区町
村へ直接納入

住民税を
引いた年金

⑫

＊
翌
年
度
は
、
４
月
の
年
金
支
給
月
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
（
特
別
徴
収
）。

１
万
５
千
円

年
金 住

民
税



　
　

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
で
は
な
く
、

　
　

納
付
書
や
口
座
振
替
で
支
払
い
た
い

の
で
す
が
。

　
　

本
人
の
意
思
に
よ
る
変
更
は
認
め
ら

　
　

れ
て
い
ま
せ
ん
。地
方
税
法
に
よ
り
、

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
な

り
ま
す
。

　
　

年
度
の
途
中
で
住
民
税
額
が
変
更
に

　
　

な
り
ま
し
た
。
年
金
か
ら
差
し
引
か

れ
る
額
も
変
更
さ
れ
ま
す
か
？

　
　

納
付
済
み
の
額
を
除
い
た
残
額
が
、

　
　

す
べ
て
納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
の

支
払
い
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。
な
お
、
翌

年
10
月
の
年
金
受
給
時
に
、
年
金
か
ら
の

差
し
引
き
が
再
開
さ
れ
ま
す
。

　
　

年
金
所
得
以
外
に
不
動
産
所
得
が
あ

　
　

り
ま
す
。
不
動
産
所
得
に
掛
か
る
住

民
税
も
、年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
か
？

　
　

不
動
産
所
得
に
限
ら
ず
、
年
金
所
得

　
　

以
外
の
所
得
に
掛
か
る
住
民
税
は
、

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
で
は
な
く
、
納
付

書
や
口
座
振
替
で
の
支
払
い
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
所
得
以
外
に
給
与
所
得
が

あ
る
場
合
は
、
給
与
と
年
金
の
そ
れ
ぞ
れ

か
ら
、
住
民
税
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

Q１Q２Q３ Ａ１Ａ２Ａ３

ちょっとした疑問や、不明な点などがありましたら、
気軽にお問い合わせください。
皆さんのご理解と、ご協力をお願いします。

⑬

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
は
、
所
得
税
だ
け
に

適
用
さ
れ
る
制
度
で
す
が
、
税
源
移
譲
で

所
得
税
が
減
少
し
た
た
め
、
控
除
し
き
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
平
成
11
年
〜
18
年
の
入
居
者

に
限
り
、
税
源
移
譲
が
な
け
れ
ば
受
け
ら

れ
て
い
た
控
除
額
と
の
差
額
を
、
翌
年
度

の
住
民
税
か
ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
該
当
す
る
方
は
、申
告
が
必
要
で
す
。

＊
税
源
移
譲
…
平
成
19
年
度
か
ら
、
地
方

分
権
を
進
め
る
た
め
、
所
得
税
と
住
民
税

の
税
率
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
分
の
収
入
に
対
す
る
所
得
税

の
確
定
申
告
や
、
21
年
度
分
の
住
民
税
申

告
を
し
て
い
な
い
た
め
に
、
21
年
度
の
住

民
税
が
多
く
計
算
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

前
年
中
に
、
社
会
保
険
料
や
生
命
保
険

料
な
ど
を
支
払
っ
た
方
は
、
申
告
を
す
る

と
控
除
が
受
け
ら
れ
、
税
金
が
少
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
期
間
は
終
了
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
も
税
務
署
で
は
、
直
接
や
郵
送

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
住
民
税

申
告
は
、
市
役
所
税
務
課
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

●
申
告
に
必
要
な
も
の

源
泉
徴
収
票
、
控
除
を
受
け
る
も
の
の
証

明
書
や
領
収
書
、
印
鑑
、
申
告
者
名
義
の

金
融
機
関
口
座
番
号
な
ど

●
確
定
申
告
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

札
幌
南
税
務
署
（
〒
062
〜
０
０
５
１
札
幌

市
豊
平
区
月
寒
東
１
条
５
丁
目
３
〜
４
・

☎
853
〜
１
０
１
１
）

　

各
種
申
告
を
す
る
と
、
控
除
を
受
け
ら

れ
た
り
、
大
き
く
計
算
さ
れ
て
い
た
税
金

が
戻
っ
て
き
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
方
は
、
き
ち
ん
と
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

■問合せ　税務課（　 372-3311 内線 830）

税務課
主任  工藤秀之



合
わ
せ
た
造
語
で
あ
る
。
久
保

田
さ
ん
の
明
る
さ
や
発
想
の
豊

か
さ
が
、
そ
の
ま
ま
出
て
い
る

名
前
だ
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
夢

を
聞
い
た
。　
「
ま
ず
、

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
で
小
学
生
の
下

地
を
作
り
、
中
学
・
高
校
生
の

ラ
グ
ビ
ー
ク
ラ
ブ
を
作
り
た
い
。

大
学
は
ラ
グ
ビ
ー
の
チ
ー
ム
が

あ
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
そ

う
す
る
と
、
途
切
れ
ず
に
つ
な

が
り
ま
す
。
地
元
に
は
強
豪
チ

ー
ム
の
道
都
大
学
ラ
グ
ビ
ー
部

も
あ
り
ま
す
し
ね
」
実
に
エ
ネ

ル
ギ
ッ
シ
ュ
だ
。

　
　

「
本
業
は
夜
間
勤
務
が
多
い

の
で
、
時
間
の
や
り
く
り
が
難

し
い
で
す
が
、
好
き
な
こ
と
だ

か
ら
で
き
る
ん
で
す
。
夢
の
な

い
地
域
に
は
、
夢
の
あ
る
子
ど

も
は
育
ち
ま
せ
ん
。
そ
の
逆
を

や
れ
ば
、
夢
の
あ
る
子
ど
も
が

育
つ
ん
で
す
よ
」
と
、
笑
い
な

が
ら
話
す
久
保
田
さ
ん
。
ま
だ

ま
だ
夢
は
つ
き
な
い
。

球
技
で
パ
ス
を
す
る
ボ
ー
ル
が

相
手
に
届
か
な
い
の
を
見
て
い

ま
し
た
の
で
…
。
そ
れ
に
、
昔

は
親
か
ら
教
わ
ら
な
く
て
も
、

地
域
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん

に
た
く
さ
ん
の
事
を
教
わ
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
昔
に
戻
し
た
い

と
考
え
て
い
る
う
ち
に
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
行

き
着
き
ま
し
た
」

地
域
と
の
か
か
わ
り
に
こ

だ
わ
る
久
保
田
さ
ん
は
、

秋
の
一
斉
清
掃
後
の
焼
き
肉
パ

ー
テ
ィ
ー
や
ゲ
ー
ム
大
会
、
朝

の
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
町
内
会

の
行
事
を
積
極
的
に
企
画
運
営

し
て
い
る
。
「
地
域
に
根
付
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
故
郷
と
し

て
の
四
里
塚
を
消
さ
な
い
よ
う

に
し
た
い
で
す
」　

　

だ
か
ら
、
ク
ラ
ブ
の
名
称
に

も
旧
地
名
の
四
里
塚
を
使
っ
た
。

ち
な
み
に
、　
「
ち
ょ
い
ス
ポ
」

は　
「
ち・
・
・
ょ
い
と
ス・
・ポ
ー
ツ
を
す

る
」
と
、　
「
ス・
ポ・
ー
ツ
を
チ・
・ョ

イ・
ス
（
選
択
）
す
る
」
を
掛
け

実
に
種
類
が
多
い
。
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る

仕
組
み
だ
。
主
に
２
人
の
常
駐

ス
タ
ッ
フ
が
指
導
し
て
い
る
。

地
域
の
大
人
が
得
意
な
種
目
を

子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
こ
と
も

あ
る
。
練
習
日
に
訪
ね
る
と
、

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
人
の
サ

ポ
ー
ト
で
、
タ
グ
ラ
グ
ビ
ー
に

夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
大
人
も

子
ど
も
も
、
世
代
を
超
え
て
地

域
と
い
う
つ
な
が
り
で
集
い
、

楽
し
む
。
そ
れ
が
こ
の
ク
ラ
ブ

の
目
指
す
姿
だ
。

久
保
田
さ
ん
は
、
総
合
型

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

を
設
立
し
た
き
っ
か
け
を
「
４

年
ほ
ど
前
の
ラ
グ
ビ
ー
指
導
員

の
研
修
会
で
初
め
て
こ
の
事
業

を
知
り
、
こ
れ
な
ら
い
け
る
と

思
い
ま
し
た
」
と
語
り
始
め
た
。

　

「
子
ど
も
の
参
観
日
に
行
っ
て
、

体
育
の
授
業
で
平
均
台
か
ら
次

々
と
落
ち
る
子
ど
も
た
ち
や
、

玄
関
前
に
ひ
と
き
わ
目
立

つ
の・
・
・
ぼ
り
が
数
本
は
た

め
い
て
い
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
大

き
な
文
字
で
「
一
緒
に
〝
楽
し

み
〞
見
つ
け
ま
せ
ん
か
」　
「
た

だ
今
仲
間
づ
く
り
、
元
気
づ
く

り
の
真
っ
最
中
！
」
。
大
曲
柏

葉
に
あ
る
四よ

り

づ

か

里
塚
会
館
だ
。
入

り
口
に
は
「
よ
り
づ
か
☆
ち
ょ

い
ス
ポ
倶
楽
部
」
と
書
か
れ
た

看
板
も
あ
る
。
こ
こ
は
地
域
の

集
会
所
で
あ
り
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
で
も
あ
る
。
笑
顔
で
出
迎

え
て
く
れ
た
代
表
の
久
保
田
さ

ん
は
、
元
ラ
グ
ビ
ー
選
手
だ
け

あ
っ
て
実
に
た
く
ま
し
い
体
つ

き
だ
。

５
月
の
活
動
予
定
表
を
見

せ
て
も
ら
っ
た
。
色
分

け
さ
れ
た
文
字
で
び
っ
し
り
と

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
タ
グ
ラ

グ
ビ
ー
や
ス
ポ
レ
ッ
ク
の
教
室
、

ミ
ニ
バ
レ
ー
、
ド
ッ
ジ
ビ
ー
、

大
縄
跳
び
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
…
。

よりづか☆ちょいスポ倶楽部

久保田　智さん
くぼた・さとし
大曲柏葉在住
35歳まで社会人ラグビークラブに所
属、北海道選抜で国体に 7回出場。
昨年 3月、本業の傍ら、元ラグビー
選手として培った経験を地域に広め
ようと、文部科学省委託事業の総合
型地域スポーツクラブ「よりづか☆
ちょいスポ倶楽部」を設立。

⑭            ⑭

統括マネージャー

タ
グ
ラ
グ
ビ
ー

ス
ポ
レ
ッ
ク

＊
３

＊
２

＊
１

＊１タグラグビー　　「タグ」ベルトに 2本のリボンをつけ、それを奪って（タックル）楕円形のボールをゴールラインに運
ぶ鬼ごっこ形式のラグビー。
＊２スポレック　プラスチック製のラケットとスポンジ製のボールを使うテニス系のスポーツ。バドミントンコートを使用。
＊３ドッジビー　柔らかい素材のフリスビー（ドッジビー）を使用する、ドッジボール形式などのゲーム。　



 

⑮

　

あ
っ
、
リ

ス
。
エ
ゾ
リ

ス
で
す
。
落

ち
葉
の
上
を

あ
ち
ら
こ
ち

ら
と
跳
ね
回

り
、
あ
っ
と

い
う
間
に
木

　

た
だ
き
れ
い
な
だ
け
と
思
っ
て
い
た

景
色
や
花
も
、
絵
に
す
る
こ
と
で
、
花

弁
数
や
葉
の
形
な
ど
を
じ
っ
く
り
見
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
10
年
近
く
に
な

り
ま
す
が
、
な
か
な
か
奥
深
く
、
納
得

で
き
る
作
品
に
は
仕
上
が
ら
な
い
の
で

す
。
こ
れ
も
個
性
と
考
え
、
楽
し
み
な

が
ら
描
い
て
い
ま
す
。

紅
葉

220

作品・文とも

宮本レイ子さん
（栄町）

の
上
に
。
高
い
枝
の
上
で
何
か
食

べ
て
い
ま
す
。
５
月
上
旬
、
南
の

里
緑
地
の
東
休
憩
所
に
近
い
カ
ラ

マ
ツ
林
で
の
出
来
事
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
キ
タ
コ
ブ
シ
や
エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
花
盛
り
。
木
の

芽
は
萌
え
出
し
た
ば
か
り
で
、
枝

先
が
ほ
ん
の
り
と
赤
く
染
ま
っ
て

見
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
若
葉
か
ら
深
緑
へ

と
変
わ
っ
て
い
く
こ
の
森
は
、
散

策
路
が
整
備
さ
れ
、
休
憩
所
も
あ

り
ま
す
。
マ
イ
ヅ
ル
ソ
ウ
や
オ
オ

ウ
バ
ユ
リ
な
ど
の
花
も
、
６
月
に

は
見
ご
ろ
を
迎
え
る
で
し
ょ
う
。

　

季
節
ご
と
に
、
森
の
表
情
を
楽

し
め
る
南
の
里
緑
地
。
運
が
良
け

れ
ば
、
あ
な
た
も
エ
ゾ
リ
ス
に
出

会
え
る
か
も
。

南の里緑地

ホクリョウ

北広島駅へ

島松川

恵庭へ

道
道
江
別
恵
庭
線

年
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

札
幌
日
本
大
学
高
等
学
校
で
は
書
道
で

交
流
。
筆
と
半
紙
で
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
交
換
し
な
が
ら
、
身
振
り
・
手
振
り

で
互
い
の
思
い
を
伝
え
る
場
面
も
。

　

ほ
か
に
も
、
中
学
生
と
の
交
流
や
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
５
日
間
で
し
た
。

　

最
終
日
前
日
の
昼
下
が
り
、
あ
る
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
宅
の
前
庭
で
は
、
近
所
の

人
や
友
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
焼
肉
パ
ー

テ
ィ
ー
が
始
ま
り
ま
し
た
。
「
ゴ
ハ
ン
、

オ
イ
シ
イ
デ
ス
」
。
ジ
ェ
ア
ー
ド
は
に
っ

こ
り
と
、
日
本
の
マ
マ
が
手
作
り
し
た
お

に
ぎ
り
を
ほ
お
張
り
ま
し
た
。

　

言
葉
は
通
じ
な
く
て
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
も
て
な
し
の
気
持
ち
は
、
ち

ゃ
ん
と
通
じ
た
よ
う
で
す
。

左）対面式はウエルカムボードで歓迎
右）初めての書道。　「ありがとう」と書きました

ホストファミリーと過ごした最後の休日は、庭で
焼肉。この後、念願のカラオケで盛り上がりました

　

今
年
も
、
カ
ナ
ダ
・
サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市

の
高
校
生
19
人
が
、
４
月
15
日
か
ら
５
日

間
の
日
程
で
当
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

サ
ス
カ
ツ
ー
ン
市
は
、
カ
ナ
ダ
の
中
南

部
に
位
置
す
る
、
人
口
約
22
万
人
の
並
木

道
と
公
園
が
美
し
い
ま
ち
で
す
。

　

両
市
の
交
流
は
、
21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し

い
国
際
感
覚
を
持
っ
た
人
材
を
育
成
し
よ

う
と
、
平
成
３
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

12
年
か
ら
は
、
北
広
島
国
際
交
流
協
議
会

が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

派
遣
と
受
け
入
れ
を
隔
年
で
実
施
し
て

18
年
。
こ
れ
ま
で
に
、
１
３
３
人
の
北
広

島
市
民
と
、
１
９
６
人
の
サ
ス
カ
ツ
ー
ン

市
民
が
互
い
の
ま
ち
を
訪
問
し
合
い
、
交

流
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

来
訪
初
日
の
夜
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対
面
で
、
今



⑯

税
額
が
軽
減
・
減
免
と
な
る
制
度

が
あ
り
ま
す

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
が
始
ま
り

ま
し
た

　

昨
年
10
月
か
ら
、
国
保
税
を
年
金
か
ら
差
し

引
く
、
特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
世
帯
が
対
象
で
す
。

●
世
帯
主
が
国
保
の
加
入
者

●
世
帯
の
加
入
者
全
員
が
、
65
〜
74
歳

●
年
金
受
給
額
が
、
年
額
18
万
円
以
上

●
国
保
税
と
介
護
保
険
料
の
合
計
が
、
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
て
い
な
い

世
帯
員
に
異
動
が
あ
っ
た
と
き
は

届
け
出
が
必
要
で
す

　

転
居
や
出
生
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
14
日

以
内
に
、
市
役
所
市
民
課
（
内
線
６
５
７
）
か

各
出
張
所
に
異
動
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
軽
減
制
度

　

平
成
20
年
分
の
所
得
に
よ
っ
て
、
国
保
税
が

軽
減
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

該
当
す
る
世
帯
に
は
、
軽
減
後
の
納
税
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
。

　

制
度
適
用
の
有
無
は
、
世
帯
の
所
得
で
判
定

し
ま
す
。
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い
方
は
、

申
告
を
す
る
と
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

◆
減
免
制
度

　

長
期
間
の
病
気
や
失
業
な
ど
で
、
平
成
21
年

分
の
所
得
が
、
平
成
20
年
分
の
所
得
よ
り
著
し

く
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
納
期
限
の
延

長
や
分
割
を
し
て
も
支
払
い
が
困
難
な
と
き
は
、

申
請
に
よ
り
減
免
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
役
所
納
税
課

（
内
線
６
７
１
）

に
早
め
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

納
期
の
延
長
や

分
割
納
付

が
で
き
る

場
合
が
あ

り
ま
す
。

特
別
徴
収
を
希
望
し

な
い
方
は
、
銀
行
で

口
座
振
替
の
手
続
き

を
し
た
上
で
、
市
役

所
市
民
課
（
内
線
６

５
７
）
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
加
入
者
の
皆
さ
ん

が
納
め
て
い
る
国
保
税
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

国
保
税
は
世
帯
ご
と
の
納
付
で
す
。
課
税
額

は
、
国
保
加
入
者
の
人
数
や
所
得
を
基
に
算
出

し
ま
す
。



⑰

　

個
人
ご
と
の
納
付
で
す
。

　

保
険
料
は
、
均
等
割
と
所
得
割
の
合
計
で
す
。

今
年
度
の
額
は
、
６
月
中
旬
に
送
付
す
る
、
保

険
料
額
決
定
通
知
書
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
入
通
知
書
か
口
座
振
替
で
支
払
っ
て
い
る

方
の
納
付
は
、
６
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て

い
る
方
で
、
４
月
か
ら
仮
徴
収
さ
れ
て
い
る
方

は
、
６
月
が
今
年
度
２
期
目
の
支
払
い
月
で
す
。

加入月からの月割りです。
例えば、８月15日に加入した場合は、

で計算した額が、加入した年の保険料です。

上の式で計算した
１年間の保険料 × 12カ月

８カ月

　税などでいう課税所得とは異なります。
　前年の収入から、必要経費として公的年金等
控除額や給与所得控除額などを引いたもので、
社会保険料控除や医療費控除、配偶者控除など
の所得控除をする前の額です。遺族年金や障害
年金は、収入に含みません。

　

学
校
の
修
学
旅
行
や
遠
足
な
ど
に
同
行
し
て
思
い
出
の

写
真
を
撮
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
40
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ

か
ら
、
体
力
が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
せ
い
か
、
子
ど
も

た
ち
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
る
こ
と
が
し
ん
ど
い
と
き
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
代
謝
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
で
は
、
腹
囲
や
血
圧
、
血
液
検
査
の
結
果
か
ら
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
判
定
を
し
て
く
れ
る
の
で
、
健

康
維
持
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
参
考
に
し
な
が
ら
、
ジ
ョ

ギ
ン
グ
な
ど
の
運
動
を
心
掛
け
、
体
力
と
体
型
の
維
持
に

努
め
て
い
ま
す
。

藤山正人さん（美沢）

　平成22年２月28日まで、市内の16カ所の医療機関と北海道対
がん協会（30歳代健診を除く）で受診できます。
　生活習慣病などの病気を早い段階から見つけるために、健診
に行きましょう。
　また、肝炎ウイルス検診も始まりました。平成22年１月29日
まで、市内の16カ所の医療機関で受診できます。特定健診や後
期高齢者健診と同時に受けることもできます。
　受診券の受け取り方法や対象、受診料など、詳しくは広報紙
５月１日号（肝炎ウイルス検診は４月１日号）をご覧になるか、
下記へお問い合わせください。

〈問合せ〉国保の特定健診について／市民課（内線 707）
　　　　　後期高齢者健診について／市民課（内線 708）
          30歳代健診・肝炎ウイルス検診について
　　　　　　　　　　　　　　／健康推進課（内線 807）

８月～
翌年３月

限度額は50万円



⑱

保
険
料
が
軽
減
・
減
免
と
な
る
制

度
が
あ
り
ま
す

◆
保
険
料
の
軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
保
険
料
の
均

等
割
と
所
得
割
が
、
所
得
に
応
じ
て
軽
減
さ
れ

新
し
い
保
険
証
を
交
付
し
ま
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
軽
減
後
の
保
険
料
で

保
険
料
額
決
定
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
手
続

き
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
保
険
料
の
減
免

　

災
害
な
ど
で
重
大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
や年金収入 軽減割合単身世帯 夫婦世帯

80万円以下 夫婦とも80万円以下 ９割
168万円以下 8.5 割

―― 192万 5千円以下 ５割
203万円以下 238万円以下 ２割

後期高齢者医療制度の加入者と世帯主の所得の合計で判定します。
加入者ではない世帯主の所得も、判定の対象になります。

年金収入
180万円

公的年金
等控除額
120万円

33万円 27万円 軽減に
該当 　

現
在
お
手
元
に
あ
る
保
険
証
（
被
保
険
者
証
）

は
、
７
月
31
日
で
有
効
期
限
が
切
れ
ま
す
。

　

７
月
中
に
新
し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

届
き
ま
し
た
ら
、
そ
ち
ら
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

 

まずは、基本となる保険料の計算
方法をおさらいしましょう。

世帯主の所得＋世帯の加入者全員の所得
軽減割合

軽減後の
均等割額

●33万円以下
（加入者全員が年金収入80万円以下で、ほかの所得がない場合だけ） ９割 4,300 円

●33万円以下 8.5 割 6,300 円
●33万円＋（24万５千円×世帯主以外の加入者数）以下
＊単身世帯の方は、該当になりません。 ５割 21,571 円

●33万円＋（35万円×世帯の加入者数）以下 ２割 34,514 円

軽減される方の条件 軽減割合
●所得から33万円を差し引いた額が58万円以下 ５割

加入者個人の所得で判定します。

この制度に加入したときに、社保などの健康保険の扶養になっていた方は、加入した
ときから２年間、均等割が軽減され、所得割は掛かりません。
今年度は、均等割が９割軽減されます。

均等割
９割軽減
4,300円

所得割
０円 4,300円 今年度の

保険料

年金収入
168万円

公的年金
等控除額
120万円

特別控除額
15万円

軽減判定
の所得
33万円

８.5割
の軽減

65歳以上で、公的年金などによる所得の場合
は、さらに15万円を差し引きます。

失
業
な
ど
、
特
別
な
事
情
で
生
活
が
著
し
く
困

窮
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

は
、
減
免
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
民
課
（
内
線
７
０
８
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇問合せ　市民課（☎ 372-3311 内線 708）

限度額は50万円

夫婦世帯は、夫婦とも
加入者の場合で、一方
の年金収入が 135万円
以下（所得は０円）と
して算定しました。



　　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
が
、
地

域
で
自
主
的
に
道
路
や
橋
な
ど
の

補
修
や
改
良
工
事
を
す
る
と
き
は
、

工
事
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　

地
域
で
管
理
し
て
い
る
道

路
や
橋
、
排
水
施
設
で
、
工
事
費

が
５
万
円
以
上
の
公
共
性
の
あ
る

地
域
単
位
の
土
木
工
事

申
込
み　

６
月
26
日
ま
で
に
土
木

事
務
所
に
あ
る
申
請
書
で
土
木
事

務
所
（
共
栄
１
９
６
〜
１
・
内
線

７
５
９
）

無
料
点
検
し
ま
す

　

家
庭
の
給
水
装
置

　

水
道
週
間
の
期
間
中
（
６
月
１

日
〜
７
日
）　
、
蛇
口
な
ど
の
家
庭

の
給
水
装
置
を
無
料
で
点
検
、
調

整
、
軽
修
理
し
ま
す
。
給
水
装
置

に
関
す
る
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

修
理
は
、
有
料
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

対
象　

市
内
の
高
齢
者
世
帯
、
母

子
世
帯
、
障
が
い
者
世
帯

問
合
せ　

市
管
工
事
協
会
（
☎
375

〜
３
９
８
８
）

　

防
火
管
理
者

　

資
格
取
得
講
習
会

　

防
火
管
理
者
と
し
て
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

受
講
料　

甲
種
＝
６
０
０
０
円
、

乙
種
＝
５
０
０
０
円
（
い
ず
れ
も

テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

申
込
み　

受
講
申
込
書
に
記
入
し
、

フ
ァ
ク
ス
か
直
接
、
㈳
北
海
道
消

防
設
備
協
会
（
札
幌
市
中
央
区
北

５
西
６
〜
２
札
幌
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

12
階
・
☎
205
〜
５
９
５
１
・
FAX

 

205

〜
５
９
５
２
）

＊
受
講
申
込
書
は
、
市
消
防
本
部

や
消
防
署
大
曲
・
西
の
里
出
張
所

に
あ
り
ま
す
。
㈶
日
本
防
火
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
次
の
施
設
に
は
、
防
火
管
理
者

が
必
要
で
す
。

⑲

地域の土木

会　　場 日　程 定員 申込み
恵庭市民会館
　（恵庭市新町10） ６/18㈭·19㈮ 100人 ～6/5
石狩教育研修センター
　（北広島市共栄315-3）７/16㈭·17㈮ 100人 6/22～7/3

千歳市公民館
　（千歳市真町176-3）

９/17㈭·18㈮
130人

8/24
～9/4

Ｈ22/
２/24㈬·25㈭

Ｈ22/
２/１～12

花川北コミュニティセ
ンター（石狩市花川北
３条２丁目198-1）

10/８㈭ ·９㈮ 70人 9/14～25

事業所種別 収容人数 面積 資格
特定用途防火対象物
店舗・飲食店・病院・
福祉施設など（不特定
多数の人が出入りする
事業所）

30人
以上

300㎡
以上

甲種防火
管理者

300㎡
未満

乙種防火
管理者

非特定用途防火対象物
共同住宅・学校・工場・
倉庫など（特定多数の
人が出入りする事業所）

50人
以上

500㎡
以上

甲種防火
管理者

500㎡
未満

乙種防火
管理者

　現在、国内でブタ由来の新型インフルエンザが発生しています。
　市民の皆さんは、次のことに心掛け、テレビやラジオなどから正
しい情報を得て、冷静な判断と行動をしましょう。

　大半の発病者は重症になりませんが、高齢者や乳幼児、妊婦、糖尿病などの基礎疾患があ
る方は、重症化する恐れがあるため、注意が必要です。
　なお、抗インフルエンザ薬（商品名はタミフル、リレンザ）を服用すると、効果があるこ
とが分かっています。

●外出時はマスクを着用し、帰宅したら手
　洗いと、うがいをしましょう
●できる限り人込みを避けましょう
●栄養や睡眠を十分に取り、体力や免疫力
　を高め、感染しにくい状態を保ちましょう

　新型インフルエンザかなと思ったら、ご
連絡ください。土・日曜、祝日にかかわら
ず、毎日受け付けています。
　発熱相談センター（千歳保健所内）
　　受付時間　午前９時～午後９時
　　電話番号　0123-23-3175 ■問合せ　健康推進課（内線 808）

　新型インフルエンザが大流行すると、食料
や日用品が手に入りにくくなる場合があります。
また、感染症防止のため、できるだけ外出し
ないことが原則となります。もしものときの
ために、食料や日用品を備蓄しておきましょう。
　
●ミネラルウオーター、長期保存ができる食
　料品、日用品など
●常備薬（胃薬・痛み止め・持病の処方薬など） 
●不織布製のマスク、ゴム手袋（破れにくい
　もの）　、漂白剤（消毒効果があるもの）など 

工事補助

詳しくは、市のホームページをご覧ください。
●ホームページアドレス
http://www.city.kitahiroshima.hokkaido.jp/
hotnews/detail/00003450.html



　

住
民
プ
ー
ル
オ
ー
プ
ン

〈
６
月
15
日
〜
９
月
15
日
〉

●
白
樺
プ
ー
ル（
白
樺
町
３
丁
目
）

●
大
曲
住
民
プ
ー
ル（
大
曲
中
横
）

●
西
の
里
住
民
プ
ー
ル
（
西
の
里

小
横
）　　

●
緑
葉
公
園
プ
ー
ル（
緑

葉
公
園
内
）

〈
７
月
１
日
〜
９
月
15
日
〉

●
東
部
住
民
プ
ー
ル（
北
の
台
小
横
）

〈
７
月
１
日
〜
８
月
21
日
〉

●
西
部
住
民
プ
ー
ル（
旧
西
部
小
横
）

遊
泳
時
間　

午
後
１
時
〜
５
時

＊
土
・
日
曜
、
祝
日
、
夏
休
み
（
７

月
25
日
〜
８
月
18
日
）
は
、
午
前

10
時
〜
午
後
５
時
。
西
部
住
民
プ

ー
ル
以
外
は
、
夏
休
み
の
金
・
土
・

日
曜
に
、
午
後
５
時
〜
９
時
も
利

用
で
き
ま
す
。
天
候
や
水
の
状
況

で
利
用
中
止
の
と
き
は
赤
旗
を
立

て
ま
す
。

＊
使
用
料
が
掛
か
り
ま
す
。
高
校

生
以
下
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

指
北
島
工
業
㈱
（
☎
372

〜
１
２
３
０
）

　

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　

基
礎
的
な
応
急
手
当
の
講
習
で
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
か
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
中
学
生
以
上
の
方

日
時　

６
月
19
日
㈮　

午
前
９
時

〜
正
午

会
場　

消
防
本
部
防
災
研
修
室

定
員　

先
着
30
人

申
込
み　

６
月
12
日
ま
で
に
市
消

防
署
（
☎
373
〜
２
３
２
２
・
氏
名
、

生
年
月
日
、
連
絡
先
を
記
入
し
て

FAX
　

373
〜
６
２
３
０
）

　

全
国
の
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者

数
は
、
平
成
15
年
以
降
５
年
連
続

で
１
０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
人
の
う

ち
６
・
７
割
は
、
逃
げ
遅
れ
が
原

因
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

に
よ
る
煙
や
熱
を
い
ち
早
く
感
知

し
、
警
報
音
や
音
声
で
知
ら
せ
ま

す
。
平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら
、

市
内
全
て
の
住
宅
に
設
置
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

尊
い
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
方
は
、
早

め
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課
（
☎

373
〜
９
１
１
９
）

　

６
月
は
北
海
道
の
年
次
有
給

　

休
暇
取
得
促
進
月
間
で
す

　

北
海
道
は
、
全
国
平
均
に
比
べ

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
率
が
低
い

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
労
働
者
の

健
康
確
保
と
生
活
の
充
実
に
役
立

つ
ば
か
り
で
な
く
、
企
業
に
と
っ

⑳

て
も
、
勤
労
意
欲
の
回
復
や
生
産

性
の
向
上
な
ど
、
大
き
な
意
味
を

持
ち
ま
す
。
年
次
有
給
休
暇
の
制

度
や
目
的
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

取
得
を
促
進
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

札
幌
東
労
働
基
準
監
督

署
（
☎
894
〜
１
１
２
０
）

　

６
月
は
外
国
人
労
働
者

　

問
題
啓
発
月
間
で
す

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て
適
正
に
雇
用

し
て
く
だ
さ
い
。

●
社
会
保
険
の
加
入
な
ど
、
雇
用

管
理
は
適
正
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
外
国
人
の
雇
い
入
れ
と
離
職
は
、

必
ず
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

●
雇
い
入
れ
る
前
に
、
就
労
が
認

め
ら
れ
る
か
、
在
留
資
格
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

札
幌
東
公
共
職
業
安
定

所
（
☎
853
〜
０
１
０
１
）

　

北
海
道
札
幌
養
護
学
校

　

共
栄
分
校
見
学
会

　

20
人
の
児
童
・
生
徒
が
在
籍
し

て
い
る
養
護
学
校
で
す
。

　

地
域
の
方
に
教
育
活
動
や
学
校

の
様
子
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、

見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

希
望
者
に
は
見
学
会
の
後
、
教

育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

６
月
18
日
㈭　

午
前
９
時

30
分
〜
11
時
25
分（
教
育
相
談
は
、

もう取り付けましたか

住宅用火災警報器

■問合せ　定額給付金対策室（内線 675）

３月27日に全世帯主あてに「定額給
付金給付申請書（請求書）　」を送付
しました。
５月末日現在で９割を超える世帯が
申請を済ませています。
定額給付金の申請期限は10月６日です。
期限までに申請がない場合は辞退と
見なされます。申請を済ませていな
い方は、早めに申請してください。
なお、申請書が届いていない場合は、
定額給付金対策室までお問い合わせ
ください。

●日時　６月１日㈪～10日㈬・15日㈪　午前７時～午後９時（正午～午後１
時を除く）　　●実施部隊　第７師団、第11旅団、北部方面施設隊、第１戦車群、
北部方面教育連隊　◇大規模爆破　６月 1日

広報紙では、市の施設を管理・運営する指定業者がその一環として実施する業務
について記載する場合、指定管理者の名称の前に指と表記します。

◆資金繰り支援をさらに拡充します
　●緊急保証の枠を、20兆円から30兆円に拡大します
　●セーフティネット貸付の枠を、10兆円から15.4兆円に拡大します
　　　（商工中金の危機対応業務は、0.9 兆円から 3.3 兆円に拡大）
　●小規模事業者経営改善資金融資（マル経融資）の返済期間、融資
　　限度額を拡充します
　　　返済期間（運転資金）：5年（据え置き 6カ月）→7年（据え置き 1年）
　　　　　〃　　（設備資金）：7年（据え置き 6カ月）→10年（据え置き 2年）
　　　融資限度額　　　　：1,000万円　　　　　　→1,500万円
◆ものづくり・販路拡大などを支援します
　●ものづくり中小企業が持つ、基盤技術の高度化に対する支援を強
　　化します
◆商店街の取り組みを応援します
　●空き店舗を活用した託児所の設置など、社会課題に対応する取り
　　組みを支援します
◆雇用維持に取り組む中小・小規模企業を支援します
　●雇用調整助成金の支給の迅速化・簡素化を推進しています
　●中小企業庁が実施する、人材確保・育成のための「実践型研修」は、
　　雇用調整助成金や中小企業緊急雇用安定助成金の対象となります
◆経済危機対策における税制改正
　●交際費などの損金不算入制度について、資本金 1億円以下の法人
　　の定額控除限度額を400 万円から600 万円に引き上げ、交際費課
　　税を軽減します

■問合せ　北海道経済産業局中小企業課（☎ 709-1786）



午
前
11
時
25
分
〜
午
後
０
時
25
分
）

会
場　

札
幌
養
護
学
校
共
栄
分
校

　

（
共
栄
２
７
４
〜
１
）

内
容　

校
舎
案
内
、
授
業
公
開
な
ど

申
込
み　

６
月
11
日
ま
で
に
同
校

特
別
支
援
教
育
推
進
部
（
☎
373
〜

６
８
５
９
）

　

北
海
道
白
樺
高
等

　

養
護
学
校
学
校
公
開

　

知
的
障
が
い
の
あ
る
生
徒
の
た

め
の
高
等
養
護
学
校
で
す
。
地
域

の
方
に
授
業
の
様
子
を
見
て
も
ら

う
た
め
に
、授
業
を
公
開
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
10
日
㈬　

午
前
10
時

〜
正
午

会
場　

白
樺
高
等
養
護
学
校
（
輪

厚
６
２
１
〜
１
）

内
容　

授
業
の
公
開
、
授
業
で
作

っ
た
製
品
の
即
売

申
込
み　

６
月
５
日
ま
で
に
同
校

教
務
部
（
☎
376
〜
２
３
５
３
・
FAX

376
〜
２
０
２
４
）

　

旧
日
本
赤
十
字
社
救
難

　

看
護
婦
と
旧
陸
海
軍

　

従
軍
看
護
婦
の
皆
さ
ん
へ

　

先
の
大
戦
で
、
外
地
な
ど
（
事

変
地
か
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ

れ
、
戦
時
の
衛
生
勤
務
に
従
事
し

た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
難
看
護
婦

と
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方（
慰

労
給
付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
、

内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。

　

請
求
期
限
が
２
年
延
期
し
て
、

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。

問
合
せ　

総
務
省
大
臣
官
房
総
務

課
（
☎
03
〜
５
２
５
３
〜
５
１
８
２
）

　　

法

律

相

談

　

電
話
で
の
予
約
が
必
要
で
す
。

助
言
・
相
談
で
約
25
分
間
で
す
。

日
時　

６
月
11
日
㈭　

午
後
１
時

〜
４
時

会
場　

市
役
所
本
庁
舎
２
階

定
員　

先
着
６
人

申
込
み　

６
月
10
日
ま
で
に
市
民

生
活
課
（
内
線
７
０
０
）

日
時　

６
月
16
日
㈫　

午
後
１
時

〜
４
時

会
場　

エ
ル
フ
ィ
ン
パ
ー
ク

内
容　

●
行
政
相
談
＝
年
金
・
登

記
・
道
路
・
河
川
・
窓
口
サ
ー
ビ

ス
な
ど
、
国
の
行
政
機
関
の
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
・
要
望
・
意
見

な
ど　

●
人
権
相
談
＝
い
じ
め
・

体
罰
・
差
別
問
題
・
近
隣
ト
ラ
ブ

ル
・
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

相
談
員　

行
政
相
談
委
員
、
人
権

擁
護
委
員

問
合
せ　

市
民
生
活
課
（
内
線
７

０
０
）

　

犯
罪
の
な
い
安
全
で

　

安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

推
進
会
議
委
員

　

市
と
市
民
、
関
係
団
体
、
関
係

機
関
な
ど
で
構
成
し
、
情
報
交
換

や
意
見
交
換
を
行
い
、
協
力
・
連

携
し
て
、
安
全
で
安
心
に
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
で
、
犯
罪
の
な
い
安
全
で
安

心
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
関
心

が
あ
り
、
会
議
（
年
２
回
開
催
予

定
）
に
出
席
で
き
る
方

募
集
人
数　

１
人

任
期　

２
年

申
込
み　

６
月
19
日
ま
で
に
「
犯

罪
の
な
い
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
小
論

文
を
８
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
職
業
か
学
校
名
を
記
入
し
、

直
接
か
郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
で
市

民
生
活
課
（
〒
061
〜
１
１
９
２
住

所
不
要
・
内
線
６
９
６
・
電
子
メ

ー
ルshim

ins@
city.kitahiros

him
a.lg.jp

）

＊
選
考
は
小
論
文
で
決
定
し
ま
す
。

㉑

開園期間　６月20日ころ～７月15日ころ
開園時間　午前９時～午後４時
料　　金　●入園（90 分）
　　　　　　小学生以上600円、３歳以上300円
　　　　　●持ち帰り
　　　　　　120円／100ｇ
　　　　　＊期間の後半には安価なジャム用もあります。

会場　エルフィンパーク
日時　６月24日㈬・26日㈮、
　　　７月１日㈬・３日㈮
　　　いずれも午後３時30分
　　　～６時30分
料金　500円／450ｇ

農園名 住所 経営者 電話番号
北の里つみつみいちご園 北の里 490 下河原 090-6991-8215
プーさんのいちごがり 北の里 120 安彦 090-6995-2462
キムファーム（木村農園） 北の里 305 木村 090-7510-2486
ふるさと来ＬＯＶＥ 共栄 583 塚本 090-3772-7555
いちごの広場 東の里 984 沢崎 090-1382-6302
ストロベリー・えーちゃんランド 南の里 502 松本 090-8902-3027
ストロベリー・ファンタジア 南の里 198 松原 090-1526-0350
ベリー・ランド 大曲 451 佐藤 090-6269-4121
いちごつみの　かわかみ園 島松 424 河上 090-8373-6739
いちご畑タケちゃんファーム 輪厚 289 谷川 080-1866-2533
まきばの店 輪厚 154 佐々木 090-3117-0601
野村園 富ヶ岡 910 野村 090-8370-4326

いちご狩りＰＲ即売会

市民生活相談

参加部門　①個人部門～自宅などを個人が花で飾った取り
　　　　　組み
　　　　　②団体部門～学校・事業所・企業・地区集会所
　　　　　などを団体やグループが花で飾った取り組み
　　　　　③公共部門～道路・公園などを自治会、町内会
　　　　　やグループが花で飾った取り組み
　　　　　④アイデア部門～花で街角や街並みを楽しく美
　　　　　しくするアイデア（絵画、イラスト、文章で表現）
　　　　　　　　　＊各部門とも外から見たときの美しさ
　　　　　　　　　　に配慮した花飾りや花の演出、また
　　　　　　　　　　はそのアイデアが対象です。
　　　　　　　　　＊①～③は自薦、他薦を問いません。
　　　　　　　　　　他薦の場合は、必ず本人の了承を得
　　　　　　　　　　てください。

審査日程　７月28日㈫～７月30日㈭
　　　　　＊フジやツツジなど、審査日には開花が終わっ
　　　　　　ている花が中心の庭については、写真も参考
　　　　　　に審査します。最も美しいと思われる時期の
　　　　　　庭の写真を添付して申込んでください。
表　　彰　部門ごとに優秀賞、優良賞、エルフィン賞を表
　　　　　彰し、記念品を贈呈
　　　　　＊優秀賞を５回受けた方は ｢きたひろしま花飾
　　　　　　人｣ に認定します。
表　彰　式　８月26日㈬　芸術文化ホール活動室
応　　募　７月22日までに応募用紙に記入し、直接か郵送
　　　　　で都市整備課（〒061-1192住所不要「花のまち
　　　　　コンクール」　）か各出張所、団地住民センター、
　　　　　エルフィンパーク
　　　　　＊応募用紙は各提出先にあります。
　　　　　　詳しくは、応募用紙をご覧ください。　

●問合せ　都市整備課（内線 778）



　

総
合
計
画
審
議
会

　

公

募

委

員

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳

以
上
で
、
市
の
職
員
や
市
議
会
議

員
、
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の
委
員

で
な
い
方

募
集
人
員　

５
人

内
容　

市
の
長
期
総
合
計
画
策
定

の
審
議
な
ど

任
期　

平
成
22
年
５
月
こ
ろ
（
答

申
終
了
）
ま
で

報
酬　

日
額
７
０
０
０
円

申
込
み　

６
月
15
日
ま
で
に
「
わ

た
し
の
考
え
る
将
来
の
北
広
島
市
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
自
由
タ
イ
ト
ル

の
小
論
文
を
８
０
０
字
以
上
１
６

０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、
応
募
用

紙
に
記
入
し
て
、
直
接
か
郵
送
で

総
合
計
画
課　
（
〒
061
〜
１
１
９
２

住
所
不
要
・
内
線
７
８
６
）

＊
応
募
用
紙
は
、
市
役
所
案
内
と

総
合
計
画
課
、
各
出
張
所
、
エ
ル

フ
ィ
ン
パ
ー
ク
、
団
地
住
民
セ
ン

タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
夢
プ
ラ
ザ
、

図
書
館
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

＊
選
考
は
面
接
と
小
論
文
で
決
定

し
ま
す
。
結
果
は
７
月
上
旬
に
文

書
で
通
知
し
ま
す
。

　

要
約
筆
記
奉
仕
員

　

養

成

講

座

対
象　

要
約
筆
記
に
関
心
が
深
く
、

全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

日
時　

８
月
23
日
〜
12
月
13
日
の

土
曜
か
日
曜
（
全
12
回
）　　

午
前

10
時
〜
午
後
４
時

会
場　

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
か

で
る
２
・
７
（
札
幌
市
中
央
区
北

７
条
西
２
丁
目
）

内
容　

聴
覚
障
が
い
者
の
医
学
的
・

社
会
的
知
識
や
要
約
筆
記
の
理
論

と
実
技
な
ど

定
員　

先
着
20
人

＊
テ
キ
ス
ト
代
が
１
５
０
０
円
程

度
掛
か
り
ま
す
。

申
込
み　

７
月
31
日
ま
で
に
北
海

道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
☎
251

〜
１
５
５
１
・
FAX

　

251
〜
０
８
５
８
）

　　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
な
る

た
め
の
準
備
は
済
み
ま
し
た
か
。

ぜ
ひ
、夫
婦
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

６
月
14
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
（
受
付
は
午
前

９
時
30
分
か
ら
）

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

子
育
て
体
験
談
、
赤
ち
ゃ

ん
の
入
浴
実
習
、
妊
娠
疑
似
体
験

な
ど

定
員　

先
着
15
組

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
・
筆
記

用
具
・
エ
プ
ロ
ン

申
込
み　

６
月
12
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

　

育
児
交
流
会

対
象　

０
歳
児
と
そ
の
親 

日
時
・
内
容　

●
６
月
12
日
㈮
＝

親
子
遊
び
、
む
し
歯
予
防　

●
19

日
㈮
＝
離
乳
食
講
座
い
ず
れ
も
午

前
10
時
〜
11
時
30
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

定
員　

先
着
20
組

申
込
み　

６
月
11
日
ま
で
に
健
康

推
進
課
（
内
線
８
０
８
）

ひ
き
こ
も
り
青
年

　

家
族
交
流
会

　

望
ま
し
い
対
応
に
つ
い
て
学
び
、

情
報
交
換
を
し
ま
す
。

対
象　

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
と
そ

の
家
族

日
時　

６
月
９
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

会
場　

千
歳
保
健
所
（
千
歳
市
東

雲
町
４
丁
目
２
）

申
込
み　

６
月
８
日
ま
で
に
千
歳

保
健
所
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
３

１
７
５
）

　

心
の
健
康
相
談

　

心
の
健
康
に
つ
い
て
悩
ん
だ
り

困
っ
た
り
し
て
い
る
方
の
た
め
の

相
談
で
す
。
相
談
日
以
外
も
来
所

　結論から言うと本当です。もちろん物をかんで食べて
いる時以外は、という前提条件が付きます。
　このことは、歯科関係以外の方にはあまり知られてい
ませんが、歯科業界ではかなり以前から知られていて、
私が歯科学生だった20数年前にはすでに常識でした。
　上の歯と下の歯が触っていないということは、上下の
歯の間にすき間があるということで、このすき間を安静
位空隙と言います。安静位とは一般にいう安静のことで
はなくて、食べたり、話したりという口本来の機能を果
たしていない状態のことを指します。
　では、上下の歯が触るのはどんな時でしょう。実は物
をかみ切ったり、つぶしたりする時と、飲み込む時だけ
なのです。これ以外の上下の歯の接触は異常と考えられ
ます。この異常のうち、よく知られているものは、睡眠
中の歯ぎしりがあります。起きている時のくいしばりな
ども含みます。これらを総称してブラキシズムと呼びます。
　ブラキシズムは、歯周病の悪化を加速したり、ぶつけ
たり固いものをかんだわけでもないのに歯が割れたり、
あごの関節やこれを動かす頭・首の筋肉群に異常をきた
したりする顎関節症の原因になると考えられています。
歯周病や顎関節症は、軽症のうちは気が付きにくいです

北広島歯科医師会
　会員　松本敦至、松本貴子
　　（きたひろ東口歯科）

が、重症化すると大変不自由になります。また、歯が割
れるのを防ぐ有効な手立てはありませんし、割れた歯に
対する保存治療は困難です。
　しかも、これはまれな現象ではなく、疑わせる症例は
毎日といっていいほど目にします。
　さらに厄介なのは、客観的・定量的な検査方法が確立
していない上、根本療法がないと言っていいに等しいと
いう現状です。
　しかし、対症療法としては、その症状に応じて様々な
ものがあります。
　誰も、意識してブラキシズムをしているわけはないの
で、まずは時々自分の口に意識を向けて、上下の歯が触っ
ていないか自己観察してみてください。自覚があった場
合は、唯一の根本療法「ブラキシズムをしないように心
掛ける」ことを実践してください。
　もちろん、歯科医に相談す
ることもお忘れなく。

㉒

マタニティスクール

両親コース

あんせい

くうげき

がくかんせつしょう

い



会
場　

西
の
里
き
ら
き
ら
保
育
園

内
容　

子
ど
も
の
歯
の
健
康
に
つ

い
て

定
員　

20
人

申
込
み　

６
月
12
日
ま
で
に
西
の

里
き
ら
き
ら
保
育
園　 （
☎
375
〜
５

８
３
３
）

〈
大
地
太
陽
森
の
家
保
育
園
〉

　

感
触
遊
び
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

就
学
前
の
子
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
９
日
㈫　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

内
容　

ス
ラ
イ
ム
・
小
麦
粉
遊
び

定
員　

先
着
10
組

申
込
み　

大
地
太
陽
森
の
家
保
育

園
（
☎
377
〜
１
９
３
３
）

〈
西
の
里
き
ら
き
ら
保
育
園
〉

　

春
の
散
歩
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

対
象　

１
・
２
歳
児
と
そ
の
保
護
者 

日
時　

６
月
17
日
㈬　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

定
員　

15
組

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

申
込
み　

６
月
12
日
ま
で
に
西
の

里
き
ら
き
ら
保
育
園

　 （
☎
375
〜
５

８
３
３
）

㉓

日
時　

６
月
30
日
㈫　

午
後
１
時

30
分
〜
午
後
３
時
45
分

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

口
の
体
操
、
革
細
工
の
コ

ー
ス
タ
ー
作
り

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

２
５
０
円

持
ち
物　

健
康
手
帳（
あ
る
方
だ
け
）

申
込
み　

６
月
19
日
ま
で
に
高
齢

者
支
援
課
（
内
線
８
１
１
）

＊
会
場
ま
で
の
行
き
帰
り
が
難
し

い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

介
護
と
上
手
に

　

付
き
合
う
講
座

　

食
べ
る
こ
と
を
体
感
し
て
、
介

護
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

現
在
介
護
を
し
て
い
る
方

か
今
後
介
護
を
す
る
予
定
が
あ
る
方

日
時　

６
月
20
日
㈯　

午
前
10
時

〜
11
時
30
分

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

内
容　

講
演
「
食
べ
る
仕
組
み
を

知
る
」　
、
と
ろ
み
を
付
け
た
食
品

の
試
食
、
介
護
食
器
の
紹
介
な
ど

講
師　

道
央
病
院
言
語
聴
覚
士

内
田
真
希
さ
ん

定
員　

10
人

問
合
せ　

ひ
が
し
高
齢
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
211
〜
８
５
２
０
）　

　

歯
の
健
康
講
座

対
象　

１
〜
５
歳
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
16
日
㈫　

午
前
10
時

〜
11
時

や
電
話
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

対
象　

本
人
と
そ
の
家
族　

日
時　

６
月
３
日
㈬　

午
後
１
時

30
分
か
ら

会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員　

精
神
神
経
科
医
師
、
保

健
師

申
込
み　

６
月
２
日
ま
で
に
千
歳

保
健
所
（
☎
０
１
２
３
〜
23
〜
３

１
７
５
）

移
動
採
血
車
ひ
ま
わ
り
号

　

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以

上
の
場
合
は
、
60
〜
64
歳
に
献
血

し
た
こ
と
が
あ
る
方
）

日
程　

６
月
11
日
㈭

コ
ー
ス　

旭
イ
ノ
ベ
ッ
ク
ス
㈱（
共

栄
）
＝
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
▼

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
北
広
島
店
（
中

央
）
＝
午
後
12
時
30
分
〜
４
時
30
分

問
合
せ　

健
康
推
進
課
（
内
線
８

０
７
）

閉
じ
こ
も
り
予
防
の
た
め
の

　

高
齢
者
地
域
交
流
会

　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
軽
作
業

を
通
し
て
、交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

対
象　

外
出
に
不
安
や
制
限
が
あ

り
、
一
部
介
助
が
あ
れ
ば
外
出
可

能
な
方
（
介
護
保
険
や
障
害
者
自

立
支
援
法
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
い
る
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
な
ど
で
活
動
を
し
て
い

る
方
を
除
く
）

すくすく
広場



＊
雨
天
の
場
合
は
、
６
月
14
日
に

延
期
し
ま
す
。
当
日
午
前
７
時
〜

９
時
に
小お

や
ま
だ

山
田
（
☎
372
〜
１
０
３

０
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

６
月
５
日
ま
で
に
環
境

課
（
内
線
８
２
２
）

　　　

親
子
で
工
作
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

対
象　

２
・
３
歳
く
ら
い
の
幼
児

と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
19
日
㈮　

午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

会
場　

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー

内
容　

動
き
が
か
わ
い
い
動
物
を

　

ス
ポ
ー
ツ
講
習

〈
初
心
者
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
〉

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
を
基
本
か
ら
学

び
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
の
方

日
時　

６
月
20
日
・
27
日
、
７
月

４
日
の
い
ず
れ
も
土
曜（
全
３
回
）

午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

緑
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

５
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ

ュ
ー
ズ

申
込
期
限　

６
月
16
日

〈
親
子
水
泳
教
室
〉

　

親
子
で
水
に
親
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　

３
・
４
歳
の
、
お
む
つ
が

取
れ
て
い
る
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
20
日
〜
８
月
８
日
の

い
ず
れ
も
土
曜　
（
全
８
回
）　　

午

前
11
時
〜
正
午

会
場　

白
樺
プ
ー
ル

定
員　

先
着
10
組

参
加
料　

３
８
０
０
円

持
ち
物　

水
着
・
水
泳
帽
・
バ
ス

タ
オ
ル

申
込
期
限　

６
月
14
日

〈
成
人
水
中
運
動
教
室
〉

　

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
や
水
泳
で
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
。

対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
20
歳

以
上
の
方

日
時
・
会
場　

６
月
21
日
㈰
・

㉔

28
日
㈰
＝
白
樺
プ
ー
ル
、
７
月
５

日
〜
８
月
９
日
の
毎
週
日
曜
＝
東

部
住
民
プ
ー
ル
（
全
８
回
）　　

い

ず
れ
も
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

定
員　

先
着
15
人

参
加
料　

２
８
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

持
ち
物　

水
着
・
水
泳
帽
・
バ
ス

タ
オ
ル

申
込
期
限　

６
月
14
日

〈
共
通
事
項
〉

＊
参
加
料
は
、
保
険
料
を
含
み
ま
す
。

申
込
み　

市
体
育
協
会
（
総
合
体

育
館
内
・
☎
372
〜
０
８
０
８
）

　

さ
わ
や
か
サ
イ
ク
リ
ン
グ

　

環
境
に
優
し
い
自
転
車
に
乗
っ

て
、
新
緑
の
エ
ル
フ
ィ
ン
ロ
ー
ド

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

自
然
観
察
ポ
イ
ン
ト
で
、
野
鳥

の
見
分
け
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

タ
ン
デ
ム
（
二
人
乗
り
）
自
転
車

の
試
乗
会
、
地
元
農
産
物
で
作
っ

た
料
理
な
ど
の
試
食
も
あ
り
ま
す
。

対
象　

12
㎞
の
自
転
車
走
行
が
で

き
る
方
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

日
時　

６
月
７
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時

集
合
場
所　

総
合
体
育
館

持
ち
物　

飲
料
水
・
敷
物
・
ス
プ

ー
ン
・
は
し
・
雨
具
な
ど

＊
自
転
車
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定
員　

１
０
０
人

参
加
料　

２
０
０
円
（
保
険
料
）

夢
ゆ め た

太くらぶ



作
る

定
員　

先
着
15
組

申
込
み　

大
曲
児
童
セ
ン
タ
ー（
☎

370
〜
７
３
７
２
）

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
推
進
事
業

　
「
あ
っ
」
と
再
発
見
！

　

北
広
島
の
郷
土
資
料
見
学
ツ
ア
ー

　

北
広
島
の
自
然
遺
産
や
文
化
的

遺
産
を
バ
ス
で
見
学
す
る
第
１
弾

で
す
。

　

今
回
は
、
東
部
方
面
に
出
掛
け

ま
す
。
あ
な
た
の
知
ら
な
い
北
広

島
が
き
っ
と
発
見
で
き
る
は
ず
で
す
。

日
時　

６
月
６
日
㈯　

午
前
９
時

〜
午
後
１
時

集
合
場
所　

中
央
会
館（
市
役
所
隣
）

定
員　

先
着
20
人

参
加
料　

６
０
０
円
（
保
険
料
を

含
む
）

申
込
み　

６
月
５
日
ま
で
に
市
教

委
生
涯
学
習
指
導
班
（
内
線
８
９
１
）

　
対
象　

市
内
に
お
住
ま
い
で
心
身

に
障
が
い
の
あ
る
方
か
、
陶
芸
に

興
味
が
あ
る
方

日
時　

●
６
月
13
日
㈯
＝
作
陶　

●
６
月
27
日
㈯
＝
釉ゆ

う
や
く薬

付
け　

い

ず
れ
も
午
前
10
時
〜
正
午

会
場　

フ
レ
ン
ド
リ
ー
セ
ン
タ
ー

定
員　

20
人

㉕

参
加
料　

５
０
０
円

申
込
み　

６
月
10
日
ま
で
に
市
教

委
社
会
教
育
課
（
内
線
８
８
９
）

　

か
が
や
け
大
曲
事
業

〈
か
ん
た
ん　

生
け
花
教
室
〉　

　

花
を
生
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
方

日
時　

６
月
17
日
㈬　

午
前
９
時

30
分
〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

大
曲
会
館　

講
師　

大
曲
た
ち
ば
な
会　

工
藤

和
代
さ
ん　

参
加
料　

１
０
５
０
円（
教
材
費
）

申
込
期
限　

６
月
12
日

〈
自
　
じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ

彊
術
教
室
〉

　

日
本
最
古
の
体
操
と
い
わ
れ
、

健
康
の
促
進
と
病
気
の
予
防
・
改

善
に
役
立
ち
ま
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
方

日
時　

６
月
12
日
〜
26
日
の
毎
週

金
曜
（
全
３
回
）　　

午
前
10
時
〜

正
午

会
場　

大
曲
会
館

講
師　

社
団
法
人
自
彊
術
普
及
会

奥お
く
で
ん伝　

玉た
ま
お
き置
百ゆ

り

こ
合
子
さ
ん

定
員　

先
着
15
人

参
加
料　

５
０
０
円

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
９
日

〈
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室
〉

　

楽
し
く
、誰
に
で
も
で
き
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。
美

容
と
健
康
に
も
良
い
で
す
。

対
象　

20
歳
以
上
の
方

日
時　

６
月
26
日
〜
７
月
10
日
の

毎
週
金
曜
（
全
３
回
）　　

午
前
10

時
〜
正
午

講
師　

大
曲
ハ
ラ
ウ　

ク
リ
ク
リ

栗く
り
ば
や
し林

淳じ
ゅ
ん
こ子

さ
ん

参
加
料　

５
０
０
円

＊
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

６
月
23
日

〈
共
通
事
項
〉

申
込
み　

大
曲
地
区
生
涯
学
習
振

興
会
（
☎
377
〜
４
４
１
５
）

西
部
地
区
生
涯
学
習
振
興
会　

　

押
し
花
講
座

　

押
し
花
で
、
風
景
や
生
物
な
ど

を
描
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
26
日
〜
７
月
17
日
の

毎
週
金
曜
（
全
４
回
）　　

午
前
10

時
〜
正
午

会
場　

輪
厚
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容　

花
の
押
し
方
・
保
管
の
方

法
な
ど

講
師　

押
し
花
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー　

谷た
に

淑し
ゅ
く
こ子
さ
ん

定
員　

先
着
10
人

参
加
料　

５
０
０
円

＊
教
材
費
が
別
に
掛
か
り
ま
す
。

持
ち
物　

は
さ
み
・
定
規
・
ノ
ー

ト
・
鉛
筆

申
込
み　

６
月
19
日
ま
で
に
西
部

地
区
生
涯
学
習
振
興
会
（
☎
376
〜

３
９
３
５
）

フレンドリー

陶芸教室
センター事業



㉖

　

参
加
し
ま
せ
ん
か

▼
大
地
太
陽
幼
稚
園
子
育
て
支
援

〝
親
子
で
初
夏
の
風
と
遊
ぼ
う
〞

対
象　

未
入
園
児
と
そ
の
保
護
者

日
時　

６
月
３
日
㈬
・
17
日
㈬　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
〜
３
時

会
場　

大
地
太
陽
幼
稚
園

内
容　

凧た
こ

づ
く
り

持
ち
物　

上
靴
・
手
ふ
き
タ
オ
ル

＊
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

大
地
太
陽
幼
稚
園
（
☎

377
〜
１
１
３
３
）

▼
北
広
島
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟
″
第

26
回
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
〞

日
時　

６
月
７
日
㈰　

午
前
９
時

か
ら（
受
付
は
午
前
８
時
30
分
か
ら
）

会
場　

緑
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

種
目　

中
学
生
男
女
、一
般
男
女
、

シ
ニ
ア
（
45
歳
以
上
）
男
女

参
加
料　

一
般
１
２
０
０
円
、
会

員
９
０
０
円

申
込
み　

６
月
３
日
ま
で
に
後ご

と
う藤

（
☎
・
FAX

　

375
〜
２
１
６
６
）

▼
北
広
島
テ
ニ
ス
協
会
″
硬
式
テ

ニ
ス
初
心
者
・
初
中
級
者
講
習
会
〞

日
時　

６
月
６
日
・
20
日
・
27
日
、

７
月
４
日
の
い
ず
れ
も
土
曜　

午

前
９
時
〜
11
時

会
場　

緑
葉
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
料　

１
回
一
般
５
０
０
円
、

小
学
生
以
下
２
５
０
円

持
ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ

ュ
ー
ズ

＊
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

下し
も
だ田
（
☎
373
〜
１
７
３
５
）

▼
東
部
北
地
区
社
会
福
祉
委
員
会

〝
第
４
回
健
康
講
座
〞

日
時　

６
月
６
日
㈯　

午
後
２
時

か
ら

会
場　

東
記
念
館

内
容　

脚
光
を
浴
び
る
新
時
代
の

漢
方

講
師　

薬
剤
師　

新
井
洋
子
さ
ん

問
合
せ　

畑は
た
な
か中

（
☎
373
〜
４
０
６
８
）

▼
北
広
島
市
書
道
協
会
″
無
料
初

心
者
書
道
講
習
会
〞

日
時　

６
月
６
日
㈯　

午
後
３
時

30
分
か
ら

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容　

筆
の
持
ち
方
、
用
具
の
選

び
方
、
基
本
的
な
練
習

講
師　

北
海
道
書
道
展
審
査
会
員

石い
し
だ
い
ち
じ
ょ
う

田
壱
城
さ
ん

＊
道
具
は
用
意
し
ま
す
。　

申
込
み　

戸と
づ
か塚

（
☎
373
〜
６
２
５
０
）

▼
新
婦
人
北
広
島
支
部
″
く
ら
し

の
講
座
「
医
療
・
介
護
の
現
状
と

無
料
低
額
診
療
の
取
り
組
み
」〞

　

血
圧
・
体
脂
肪
測
定
、
健
康
相

談
も
行
い
ま
す
。

日
時　

６
月
13
日
㈯　

午
後
２
時

〜
４
時

会
場　

中
央
会
館
（
市
役
所
隣
）

〜
１
１
４
４
白
樺
町
２
丁
目
５
〜

９
・
☎
373
〜
０
９
３
０
）

▼
立
命
館
慶
祥
高
等
学
校
吹
奏
学

部
″
第
10
回
定
期
演
奏
会
〞

日
時　

６
月
25
日
㈭　

午
後
６
時

30
分
か
ら（
開
場
午
後
５
時
30
分
）

会
場　

札
幌
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

K
itara

大
ホ
ー
ル
（
札
幌
市
中
央

区
中
島
公
園
１
〜
15
）

曲
目　

青
い
水
平
線
ほ
か

ゲ
ス
ト
出
演　

Ｎ
Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
さ
ん

　

（
バ
イ
オ
リ
ン
）、啼て

い
ほ
う鵬

さ
ん
（
バ

ン
ド
ネ
オ
ン
）

入
場
料　

一
般
１
０
０
０
円
（
当

日
１
３
０
０
円
）、
小
・
中
学
生

と
高
校
生
５
０
０
円
（
当
日
７
０

０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

K
itara

チ
ケ
ッ

ト
セ
ン
タ
ー
ほ
か

問
合
せ　

吹
奏
楽
部
顧
問
・
田た

な
か中

（
☎
381
〜
８
８
８
８
）

▼
広
島
ス
イ
ミ
ン
グ
″
夏
期
短
期

教
室
〞

対
象　

小
学
生

日
時　

６
月
27
日
〜
９
月
５
日
の

毎
週
土
曜
と
７
月
28
日
〜
８
月
18

日
の
毎
週
火
曜
（
全
15
回
）　　

午

後
１
時
〜
２
時
30
分
（
上
級
者
は

午
後
２
時
30
分
〜
４
時
）

会
場　

●
土
曜
＝
緑
葉
公
園
プ
ー

ル　

●
火
曜
＝
白
樺
プ
ー
ル

定
員　

先
着
10
人

参
加
料　

８
５
０
０
円
（
保
険
料

内
容　

衣
類
・
雑
貨
・
贈
答
品
・

食
べ
物
ほ
か

＊
不
用
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。
大
型
の
物
以
外

は
取
り
に
行
き
ま
す
。　

申
込
み　

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
（
☎

370
〜
３
１
１
８
）

▼
は
だ
か
ん
ぼ
保
育
園
″
春
の
バ

ザ
ー
〞

日
時　

６
月
21
日
㈰　

午
前
11
時

か
ら

会
場　

は
だ
か
ん
ぼ
保
育
園
（
東

共
栄
２
丁
目
17
〜
１
）　

＊
衣
類
の
提
供
品
が
あ
る
方
は
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
６
月
17
日
ま

で
は
取
り
に
行
き
ま
す
。

問
合
せ　

は
だ
か
ん
ぼ
保
育
園
（
☎

373
〜
４
８
０
８
）

▼
北
広
島
水
泳
協
会
″
成
人
水
泳

教
室
〞

対
象　

健
康
な
方

日
時
・
会
場　

●
６
月
21
日
・
28

日
＝
白
樺
プ
ー
ル　

●
７
月
５
日

〜
８
月
９
日
＝
東
部
住
民
プ
ー
ル

い
ず
れ
も
日
曜
（
全
８
回
）　　

正

午
〜
午
後
１
時

定
員　

先
着
15
人

参
加
料　

５
６
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）

申
込
み　

６
月
８
日
ま
で
に
、
往

復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
ふ
り

が
な
・
性
別
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
浅あ

さ
の野

み
え
子
（
〒
061

集
合
場
所　

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
森
駐
車
場

参
加
料　

１
０
０
円
（
保
険
料
）

＊
雨
天
の
時
は
現
地
で
判
断
し
ま
す
。

問
合
せ　

佐さ
と
う藤
（
☎
373
〜
６
２
８
０
）

▼A
nd
 w
e!!

″
子
連
れ
マ
マ
の

た
め
の
ダ
ン
ス
無
料
体
験
〞

対
象　

産
後
３
カ
月
以
降
の
女
性

と
そ
の
子（
入
園
前
く
ら
い
ま
で
）

日
時　

６
月
19
日
㈮
・
26
日
㈮　

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
11
時

会
場　

総
合
体
育
館

定
員　

各
回
10
組

＊
詳
し
く
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t

tp
://p
laza.raku

ten
.co
.jp
/A

n
d
w
e

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

松ま
つ
も
と本　

（
☎
080
〜
５
５
８

５
〜
２
３
７
０
・
電
子
メ
ー
ルan

d
-w
e@
rd
5.so-net.ne.jp

）

▼
北
広
島
市
邦
楽
邦
舞
舞
踊
公
演

「
邦ほ

う
せ
ん
か
い

扇
会
」
発
表
会
″
第
13
回
福

祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
〞

日
時　

６
月
21
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
か
ら
（
開
場
午
前
10
時
）

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル

入
場
料　

５
０
０
円（
当
日
券
あ
り
）

問
合
せ　

白し
ら
い
し石
（
☎
373
〜
４
９
４
８
）

▼
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
″
あ
お
ぞ
ら

バ
ザ
ー
〞

日
時　

６
月
14
日
㈰　

午
前
10
時

か
ら

会
場　

あ
お
ぞ
ら
保
育
園
（
大
曲

緑
ヶ
丘
２
丁
目
１
〜
７
）

講
師　

勤
医
協
札
幌
病
院
医
事
二

課
長　

中
野
晃
秀
さ
ん

問
合
せ　

沢さ
わ
ぐ
ち口

（
☎
373
〜
１
７
５
５
）

▼
美
・
ベ
ー
ル
″
キ
レ
イ
フ
ェ
ス

タ
２
０
０
９
春
〞

　

美
と
健
康
に
関
す
る
知
識
を
身

に
付
け
ま
せ
ん
か
。

日
時　

６
月
12
日
㈮
・
13
日
㈯　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
６
時

会
場　

戸と
か
ぜ風

宅
（
美
咲
き
野
２
丁

目
６
〜
６
）

内
容　

ま
つ
毛
カ
ー
ル
や
リ
フ
レ

ク
ソ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
体
験

＊
体
験
は
実
費
が
掛
か
り
ま
す
。

問
合
せ　

清し
み
ず水（
午
後
４
時
以
降
・

☎
090
〜
１
６
４
３
〜
１
８
２
４
）

▼
北
広
島
九
条
の
会
″
第
12
回
例

会
「
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
〜
戦
争
と

平
和
を
考
え
る
旅
か
ら
」〞

日
時　

６
月
13
日
㈯　

午
後
２
時

〜
４
時

会
場　

団
地
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師　

札
幌
郷
土
を
掘
る
会
理
事

浜は
ま
だ
た
ね
き

田
種
樹
さ
ん

参
加
料　

２
０
０
円
（
高
校
生
以

下
は
無
料
）

問
合
せ　

梁や
な
が
わ川

（
☎
・
FAX

　

372
〜
４

３
２
９
）

▼
北
海
道
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
レ
ン

ジ
ャ
ー
協
議
会
″
初
夏
の
レ
ク
の

森
で
観
察
会
〞

日
時　

６
月
14
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分
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７
月
15
日
号
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
６
月
15
日
ま
で
に
、
８
月
１
日
号
の
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
７
月
１
日
ま
で
に
原

稿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
締
め
切
り
を
過
ぎ
て
か
ら
の
依
頼
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
広
報
原
稿
の
締
め
切
り

を
含
む
）

申
込
み　

６
月
15
日
ま
で
に
佐さ

と
う藤

（
午
後
６
時
以
降
・
☎
372
〜
５
０

２
３
）

▼
平
岡
福
音
教
会
大
曲
エ
ル
フ
ィ

ン
会
″
染
物
教
室
〞

　

家
庭
に
あ
る
身
近
な
物
で
、
簡

単
に
染
め
る
方
法
を
教
え
ま
す
。

日
時　

６
月
24
日
㈬　

午
前
10
時

〜
午
後
０
時
30
分

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

定
員　

20
人

参
加
料　

２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
ゴ
ム
手
袋

問
合
せ　

マ
ン
ダ
ー
ズ
（
☎
・
FAX

376
〜
０
２
３
０
）

▼
旅
す
る
中
国
語
サ
ー
ク
ル
″
第

３
回「
中
国
語
ス
ピ
ー
チ
発
表
会
」〞

日
時　

６
月
28
日
㈰　

午
前
10
時

30
分
か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

＊
出
場
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
み　

須す
ど
う藤
（
☎
373
〜
０
３
４
１
）

▼
北
広
島
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
″
第

22
回
協
会
結
成
記
念
大
会
〞

対
象　

高
校
生
以
上
か
市
内
に
お

住
ま
い
の
小
・
中
学
生

日
時　

６
月
28
日
㈰　

午
前
９
時

か
ら

会
場　

総
合
体
育
館

種
目　

一
般
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル

ス
１
〜
５
部
、
一
般
混
合
ダ
ブ
ル

ス
１
〜
５
部（
参
加
は
１
種
目
だ
け
）

申
込
み　

９
月
15
日
ま
で
に
中な

か
も
と本

（
☎
・
FAX

　

370
〜
２
１
６
２
）

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
広
島
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
″
パ
ソ
コ
ン
の
市
民
講

師
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）〞

　

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

６
月
27
日
㈯
の
午
後
１
時
30
分

か
ら
Ｉ
Ｔ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
中
央

公
民
館
内
）で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

北
広
島
Ｉ
Ｔ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
（
☎
376
〜
７
９
５
５
）

▼
き
た
ひ
ろ
し
ま
の
魅
力
、
再
発

見
″
第
６
回
北
広
島
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
〞

　

市
内
で
撮
影
し
た
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

部
門
・
テ
ー
マ　

●
景
観
部
門
＝

四
季
の
景
観　

●
イ
ベ
ン
ト
部
門

＝
市
内
の
行
事　

●
小
・
中
学
生

部
門
＝
テ
ー
マ
な
し

応
募
規
定　

サ
イ
ズ
は
四
つ
切
り

　

（
ワ
イ
ド
は
不
可
）
か
Ａ
４
判
、

小
・
中
学
生
部
門
は
２
Ｌ
判
。
各

部
門
１
人
２
点
ま
で

＊
応
募
票
は
、
市
役
所
都
市
計
画

課
と
各
出
張
所
、
学
校
な
ど
に
あ

り
ま
す
。

申
込
み　

11
月
16
日
ま
で
に
粟あ

い飯

原は
ら

（
☎
373
〜
７
２
２
２
）

▼
剣
秀
館　

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

対
象　

幼
稚
園
年
長
以
上

前
10
時
〜
正
午

会
場　

輪
厚
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

内
容　

作
品
鑑
賞
や
文
学
散
歩
な
ど

講
師　

元
道
立
教
育
研
究
所
副
部

長　

村
上
義
夫
さ
ん

会
費　

６
カ
月
１
０
０
０
円

申
込
み　

吉よ
し
だ田

（
☎
376
〜
３
１
３
７
）

▼
大
曲
太
極
拳

　

見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
金
曜　

午
後
１
時
〜

３
時

会
場　

大
曲
会
館

会
費　

月
額
５
０
０
円

問
合
せ　

柳や
な
せ清

（
☎
376
〜
２
７
５
４
）

▼
新
婦
人
″
日
舞
サ
ー
ク
ル
〞

　

踊
り
を
楽
し
み
な
が
ら
、
足
腰

を
鍛
え
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
月
第
２
・
４
火
曜　

い

ず
れ
も
午
後
２
時
〜
４
時

＊
会
場
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

鳥と
り
い居
（
☎
372
〜
４
８
２
３
）

▼
北
広
島
市
文
芸
協
会
″
「
文
芸

北
広
島
」
原
稿
〞

　

12
月
発
行
の
26
号
に
掲
載
す
る

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
枚
数　

４
０
０
字
詰
め
原
稿

用
紙
で
創
作
な
ど
は
30
枚
、
随
筆

は
５
枚
ま
で
。
短
歌
は
10
首
、
俳

句
・
川
柳
は
10
句
、
詩
は
30
行
ま
で

掲
載
料　

原
稿
用
紙
１
枚
に
つ
き

１
０
０
０
円

＊
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
・
会
場　

●
毎
週
月
曜　

午

後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
＝
大
曲

東
小
学
校
体
育
館　

●
毎
週
金
曜

午
後
７
時
〜
９
時
＝
大
曲
フ
ァ
ミ

リ
ー
体
育
館

問
合
せ　

大お
お
つ
ぼ坪
（
☎
377
〜
６
８
９
７)

▼
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル

〝
ア
ラ
ベ
ス
ク
〞

　

い
つ
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

対
象
・
日
時
・
会
場　

●
毎
週
水

曜
＝
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
練
習
室　

３
〜
８
歳
は
午
後
４
時
〜
５
時
30

分
、
９
〜
12
歳
は
午
後
５
時
40
分

〜
７
時
10
分
、
13
歳
以
上
は
午
後

７
時
15
分
〜
８
時
45
分　

●
毎
週

月
曜
＝
シ
ル
バ
ー
活
動
セ
ン
タ
ー

午
後
８
時
〜
９
時
（
エ
レ
ガ
ン
ス

ク
ラ
ス
）

＊
会
費
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

吉よ
し
だ田

（
☎
090
〜
３
４
６

２
〜
７
１
３
８
）

▼
日
本
空
手
道
丸ま

る
よ
し
か
い

與
志
會　

西
の

里
支
部

　

体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

対
象　

幼
稚
園
年
中
以
上

日
時
・
会
場　

週
２
回　

●
火
曜

＝
西
の
里
小
学
校
体
育
館　

●
金

曜
＝
西
の
里
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
育
館

い
ず
れ
も
午
後
７
時
〜
９
時

会
費　

月
額
３
０
０
０
円
（
き
ょ

う
だ
い
・
親
子
会
費
も
あ
り
ま
す
）

問
合
せ　

福ふ
く
だ田

（
☎
375
〜
２
５
６
２
）

　

募
集
し
ま
す

▼
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
国
健
康
法
普
及

協
会
北
海
道
支
部
″
朝
の
公
園
健

康
体
操
〞

日
時　

５
月
７
日
〜
10
月
下
旬
の

日
曜
・
祝
日
・
雨
天
の
時
を
除
く

毎
日　

午
前
９
時
〜
９
時
40
分

会
場　

北
広
公
園

内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
、
太
極
拳
な
ど

会
費　

６
カ
月
１
５
０
０
円
、
入

会
金
１
０
０
０
円

＊
申
し
込
み
は
会
場
で
受
け
付
け

ま
す
。

問
合
せ　

小こ
む
ろ室
（
☎
372
〜
４
７
６
９
）

▼
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
サ
ー
ク
ル

　

ピ
ラ
テ
ィ
ス
で
、
無
理
な
く
ゆ

が
み
の
な
い
体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

６
月
８
日
か
ら
の
毎
週
月

曜　

午
前
10
時
〜
11
時
、
毎
週
木

曜　

午
後
７
時
〜
８
時

会
場　

虹
ヶ
丘
会
館

問
合
せ　

松ま
つ
も
と本

（
☎
080
〜
１
８
９

８
〜
１
７
４
７
）

▼
日
本
詩
吟
学
院
岳
風
会
″
稲
穂

吟
詠
会
〞

　

一
緒
に
勉
強
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

毎
週
土
曜　

午
後
１
時
か
ら

会
場　

東
記
念
館

会
費　

月
額
１
０
０
０
円

問
合
せ　

木き
む
ら村

（
☎
372
〜
１
９
８
６
）

▼
啄
木
の
情
熱
に
ふ
れ
る
会

日
時　

毎
月
第
１
・
３
木
曜　

午

参
加
料　

１
人
１
５
０
０
円

申
込
み　

６
月
14
日
ま
で
に
所
定

の
用
紙
で
ス
ポ
ー
ツ
Ｙ
Ｏ
Ｕ

問
合
せ　

大お
お
の野

（
☎
090
〜
２
０
５

７
〜
４
９
６
１
）

▼
北
広
室
内
楽
を
楽
し
む
会
″
第

54
回
室
内
楽
の
た
の
し
み
・
新
進

フ
ル
ー
テ
ィ
ス
ト
高
橋
聖
純
の
調
べ
〞

日
時　

６
月
28
日
㈰　

午
後
３
時

か
ら

会
場　

芸
術
文
化
ホ
ー
ル
活
動
室

曲
目　

春
の
海
ほ
か

出
演　

札
響
副
首
席
奏
者　

高
橋

聖
純
さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
）　
、
明あ

け
が
み上

山や
ま

貴た
か
よ代
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）

入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、
高

校
生
以
下
８
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
扱　

芸
術
文
化
ホ
ー

ル
、
う
え
は
ら
生
花
店
、
山
中
整

形
外
科

問
合
せ　

板い
た
が
き垣

（
☎
373
〜
３
１
１
３
）

▼
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
北
広
島
市

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
″
健
康
増
進
セ
ミ

ナ
ー
〞

日
時　

６
月
28
日
㈰　

午
前
10
時

〜
午
後
１
時

会
場　

夢
プ
ラ
ザ

内
容　

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
、抹
茶
・

花
に
よ
る
癒
し
の
体
験

定
員　

20
人

参
加
料　

１
０
０
０
円

申
込
み　

６
月
18
日
ま
で
に
三み

か
み上

（
☎
377
〜
５
５
６
８
）

た
か
は
し
せ
い
じ
ゅ
ん



　

５
月
11
日
、
泉

町
の
あ
や
め
公
園

で
、
今
年
最
初
の

ラ
ジ
オ
体
操
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
肌
寒
い
早

朝
に
、
子
ど
も
と

大
人
約
45
人
が
公

園
い
っ
ぱ
い
に
広

が
っ
て
、
元
気
に

　

４
月
23
日
、
夢
プ
ラ
ザ
で
大

曲
相
撲
甚
句
会
に
よ
る
相
撲
甚

句
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

相
撲
甚
句
は
、
相
撲
の
取
り

組
み
の
前
に
力
士
が
披
露
す
る

も
の
で
、
深
く
聞
き
入
る
も
の

か
ら
コ
ミ
カ
ル
な
も
の
ま
で
あ

り
ま
す
。
来
場
者
は
、
手
で
リ

ズ
ム
を
と
っ
た
り
、
合
い
の
手

を
入
れ
た
り
し
て
、
江
戸
時
代

か
ら
続
く
伝
統
文
化
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

相
撲
と
同
様
、
男
性
が
中
心
の
こ
の
世
界
で
、

女
性
が
活
躍
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

５
月
12
日
、
大

曲
会
館
に
25
人
の

地
域
の
人
た
ち
が

集
い
、　 

「
ふ
ま
ね

っ
と
」
に
挑
戦
し

ま
し
た
。
大
き
な

網
目
の
３
列
８
マ

ス
の
ネ
ッ
ト
を
踏

ま
な
い
よ
う
に
歩

く
こ
と
が
、
体
も

　

５
月
13
日
、
虹
ヶ
丘
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
、
西
の
里
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
同
好
会
例
会
の
、
今
シ
ー
ズ
ン
最
初
の
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ト
ロ
フ
ィ
ー
の
前
で
チ
ー
ム
編
成
が
発
表
さ
れ
、
ス

介護予防教室ふまねっと 大
曲
相す

も
う
じ
ん
く

撲
甚
句
の
会

西
の
里
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
例
会

高台親切ラジオ体操会が始まりました

西部中学校３年
森
もり

大
だ い じ ろ う

二郎さん
（生徒会学習委員長）

脳
も
活
性
化
さ
せ
る
の
だ
と
か
。
だ
ん
だ
ん
複
雑

に
な
る
ス
テ
ッ
プ
に
、
笑
い
が
起
こ
る
場
面
も
。

　

参
加
者
は
、　
「
み
ん
な
と
一
緒
に
体
を
動
か
せ

る
の
で
楽
し
い
で
す
」　
「
病
気
を
し
た
後
な
の
で
、

リ
ハ
ビ
リ
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た
。

タ
ー
ト
地
点
に
向
か
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
40
人
。　
「
月
１
回

の
例
会
で
、
み
ん
な
の
顔
を
見

ら
れ
る
の
が
楽
し
み
」　
「
誰
で

も
優
勝
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の

で
が
ん
ば
り
ま
す
」
。
緩
や
か

な
斜
面
に
広
が
っ
た
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
全
18
ホ
ー
ル
を
回
り
、

疲
れ
も
見
せ
ず
に
ゲ
ー
ム
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

カ
ボ
チ
ャ
の
苗
植
え

＊
広
報
紙
は
資
源
保
護
の
た
め
１
０
０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

㉘

体
を
動
か
し
ま
す
。
終
わ
っ
た
後
は
み
ん
な
で
拍
手
。

　

担
当
の
渡
辺
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
、
今
年
も
休
ま

ず
に
来
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
参
加
カ
ー
ド
を
配
り

ま
す
。
参
加
し
た
子
ど
も
は
「
い
つ
も
出
て
い
る

か
ら
今
年
も
続
け
る
の
」
と
、
顔
を
輝
か
せ
な
が

ら
最
初
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
ま
し
た
。




